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3月定例会 
平成20年度予算決まる 

3月定例会ではこんなことが決まりました 

6人の議員が一般質問を行いました 

委員会のうごき 
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木
　
澤
　
正
　
男 

中
　
西
　
和
　
夫 

里

川

宜

志

子

 

　
地
域
に
お
け
る
高
齢

化
が
進
む
中
、
介
護
者

を
抱
え
る
家
族
の
方
か

ら
深
刻
な
話
を
聞
き
ま

し
た
。
仕
事
の
関
係
で

父
親
を
介
護
で
き
ず
病

院
に
入
院
さ
せ
て
い
た

が
、
三
ヶ
月
で
退
院
さ 

せ
ら
れ
る
た
め
、
他
の 

病
院
を
転
々
と
し
た
。 

　
頼
み
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
入
所
ま
ち
で
入
所
待
機
者
が

多
い
場
合
、
数
百
人
に
上
る
ホ
―

ム
も
あ
り
、
入
所
で
き
る
の
は
何

年
後
に
な
る
の
か
、
と
い
う
悩
み

を
お
聞
き
し
、
心
が
痛
む
。 

◆ 

そ
こ
で
、
介
護
の
実
態
を
調

べ
て
み
る
と
、
介
護
職
員
の
労
働

環
境
が
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
、
改
め
て
そ
の
実

態
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

◆ 

介
護
労
働
者
は
、
人
間
の
尊

厳
に
か
か
わ
る
崇
高
な
仕
事
を
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
低
賃
金
、 

長
時
間
重
労
働
な
ど
、
そ
の
劣
悪 

な
労
働
環
境
か
ら
離
職
率
も
高
く 

待
遇
の
改
善
が
必
要
で
す
。 

◆ 

最
悪
な
の
は
、
こ
う
し
た
実

情
に
介
護
職
員
の
な
り
て
が
少
な

く
、
職
員
不
足
に
陥
る
こ
と
で
す
。 

◆
ま
た
職
員
不
足
の
た
め
入
所
を 

制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い 

う
、
現
象
す
ら
起
き
て
い
ま
す
。 

◆ 

介
護
に
携
わ
る
人
た
ち
が
い

な
け
れ
ば
、
介
護
保
険
制
度
が
成

り
立
っ
て
い
か
な
く
な
り
ま
す
。 

◆ 

今
後
、
労
働
条
件
や
福
利
厚

生
の
向
上
に
つ
い
て
、
政
府
に
声

を
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

◆ 

本
町
も
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
介
護
予
防
事
業
を

は
じ
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

◆ 

い
つ
も
、
議
会
だ
よ
り
に
目

を
通
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
住
民
の
皆

様
に
お
応
え
で
き
る
議
会
だ
よ
り

と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
飯
�
委
員
長
記
） 

 

町の木（くろまつ）



　
本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
た
、
平
成

二
十
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
予
算
並
び

に
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予

算
な
ど
、
八
議
案
の
審
査
を
行
う
た
め
、

三
月
十
日
・
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
　

　
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
予
算
は
、
七
十
七
億
四
千
万
円

で
、
対
前
年
度
比
十
五
億
六
千
万

円
、
十
六
・
八
％
の
減
、
特
別
会

計
で
は
総
額
で
六
十
七
億
三
千
五

百
七
十
四
万
円
、
対
前
年
度
比
一

八
・
一
％
の
減
、
水
道
事
業
会
計

は
十
一
億
八
千
六
百
六
十
二
万
円

で
対
前
年
度
比
一
・
〇
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
予
算
で
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
累

積
赤
字
に
対
し
て
、
一
般
会
計
か

ら
九
千
三
百
五
十
五
万
円
の
繰
り

入
れ
が
行
わ
れ
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
運
営
の
一
定
の
健

全
化
が
図
ら
れ
た
と
い
う
点
と
、

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
実
施
に
伴
い
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
二
点
が
、

昨
年
度
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
で

し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
の
概
要

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

廃止予定の駅南口駐輪場

里山林機能回復整備事業

問
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
は
、
高
い
維
持
・
管

理
費
の
割
に
カ
ー
ド
発
行
枚
数
も

少
な
く
、
事
業
が
停
滞
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。 

答
　
啓
蒙
し
て
い
る
が
、
な
か
な

か
事
業
が
す
す
ま
な
い
。
今
後
、

国
や
県
な
ど
も
含
め
て
、
事
業
を

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
議
論
に
な

っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。 

問
　
委
員
報
酬
は
委
員
会
が
開
催

さ
れ
な
く
て
も
支
払
わ
れ
る
の
か
。 

答
　
開
催
し
な
い
場
合
は
支
払
わ

れ
な
い
。 

問
　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
台
数
と
性
能
の
違
い

は
。 

答
　
役
場
本
庁
舎
、
小
学
校
、
中

学
校
、
町
民
プ
ー
ル
、
中
央
体
育

館
、
老
人
憩
の
家
、
い
き
い
き
の

里
、
総
合
保
健
福
祉
会
館
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
公
民
館
等
で
二
十

一
台
を
設
置
す
る
予
定
。
そ
れ
ぞ

れ
機
種
は
違
っ
て
も
、
性
能
は
同

じ
で
あ
る
。 

問
　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
南
側
の
町
営

自
転
車
駐
輪
場
利
用
者
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
　 

答
　
駅
南
口
の
町
営
駐
輪
場
は
、

平
成
二
十
年
の
十
月
か
ら
廃
止
す

る
予
定
で
あ
る
。
周
辺
の
民
間
駐

輪
場
に
空
き
が
あ
る
の
で
、
利
用

者
は
民
間
の
ほ
う
を
利
用
し
て
頂

こ
う
と
考
え
て
い
る
。 

問
　
平
成
十
九
年
度
で
一
律
カ
ッ

ト
さ
れ
た
臨
時
職
員
の
賃
金
は
ど

う
な
る
の
か
。
　 

答
　
勤
勉
手
当
は
二
か
月
分
に
戻

し
、
時
間
給
は
七
百
二
十
円
か
ら

七
百
五
十
円
に
戻
す
。 

   

民 

生 

費 

問
　
総
合
保
健
福
祉
会
館
の
年
間

運
営
費
は
い
く
ら
か
。 

答
　
平
成
二
十
一
年
度
以
降
は
年

間
四
千
万
円
程
度
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。 

問
　
リ
フ
ト
付
バ
ス
は
、
古
く
な

っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。 

答
　
平
成
五
年
に
導
入
し
て
以
来
、

十
七
万
五
千
キ
ロ
走
行
し
て
い
る

が
、
ま
だ
走
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

問
　
学
童
保
育
の
警
備
保
障
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。 

答
　
緊
急
時
に
警
察
に
通
報
で
き

る
機
械
警
備
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
。 

 

 

衛 

生 

費 

 

問
　
火
葬
場
の
補
償
範
囲
は
ど
こ

ま
で
か
。 

答
　
火
葬
場
を
中
心
と
す
る
五
百

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
都
市
計
画
法

に
準
じ
た
補
償
範
囲
と
考
え
て
い

る
。 

問
　
新
年
度
よ
り
、
剪
定
枝
、
枯

れ
草
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
始
ま
る

が
、
ど
う
い
っ
た
処
理
が
行
わ
れ

る
の
か
。 

答
　
こ
れ
ま
で
は
、
焼
却
し
て
い

た
が
、
来
年
度
か
ら
は
三
重
県
伊

賀
市
に
あ
る
業
者
に
委
託
し
、
堆

肥
化
を
し
て
い
く
。 

問
　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

状
況
は
。 

答
　
五
十
三
自
治
会
に
対
し
て
、

百
五
十
七
ケ
所
設
置
し
た
。
設
置

率
は
十
六
％
だ
が
、
整
備
で
き
る

と
こ
ろ
は
、
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
自
治
会
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
く
。 

  

農
林
水
産
業
費 

　 問
　
有
害
鳥
獣
駆
除
の
効
果
に
つ

い
て 

答
　
平
成
十
八
年
度
の
実
績
で
は
、

カ
ラ
ス
百
六
十
四
羽
、
野
鳩
二
十

羽
を
駆
除
し
た
。
今
後
も
、
よ
り

効
果
的
な
農
作
物
被
害
対
策
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。 

問
　
里
山
林
機
能
回
復
整
備
事
業

の
内
容
は
。 

答
　
松
尾
山
へ
の
山
道
周
辺
二
・

五
メ
ー
ト
ル
両
サ
イ
ド
の
下
草
刈

り
や
雑
木
の
撤
去
を
し
て
い
る
。 

 

新年度予算を慎重審査 新年度予算を慎重審査 新年度予算を慎重審査 新年度予算を慎重審査 
総額156億6,236万円を可決 

平成20年度の予算決まる 
◇一般会計

◇国民健康保険事業特別会計

◇老人保健特別会計

◇大字龍田財産区特別会計

◇公共下水道事業特別会計

◇介護保険事業特別会計

◇後期高齢者医療特別会計

◇水道事業会計

77億4,000万円

31億2,880万円

2億4,400万円

454万円

15億9,500万円

14億7,990万円

2億8,350万円

11億8,662万円

予
算
常
任
委
員
会

一般会計は前年度比

15億6,000万円の減額

総
　
務
　
費 

民
　
生
　
費 

農
林
水
産
業
費 

衛
　
生
　
費 
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本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
た
、
平
成

二
十
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
予
算
並
び

に
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予

算
な
ど
、
八
議
案
の
審
査
を
行
う
た
め
、

三
月
十
日
・
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
　

　
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
予
算
は
、
七
十
七
億
四
千
万
円

で
、
対
前
年
度
比
十
五
億
六
千
万

円
、
十
六
・
八
％
の
減
、
特
別
会

計
で
は
総
額
で
六
十
七
億
三
千
五

百
七
十
四
万
円
、
対
前
年
度
比
一

八
・
一
％
の
減
、
水
道
事
業
会
計

は
十
一
億
八
千
六
百
六
十
二
万
円

で
対
前
年
度
比
一
・
〇
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
予
算
で
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
累

積
赤
字
に
対
し
て
、
一
般
会
計
か

ら
九
千
三
百
五
十
五
万
円
の
繰
り

入
れ
が
行
わ
れ
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
運
営
の
一
定
の
健

全
化
が
図
ら
れ
た
と
い
う
点
と
、

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
実
施
に
伴
い
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
二
点
が
、

昨
年
度
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
で

し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
の
概
要

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

廃止予定の駅南口駐輪場

里山林機能回復整備事業

問
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
は
、
高
い
維
持
・
管

理
費
の
割
に
カ
ー
ド
発
行
枚
数
も

少
な
く
、
事
業
が
停
滞
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。 

答
　
啓
蒙
し
て
い
る
が
、
な
か
な

か
事
業
が
す
す
ま
な
い
。
今
後
、

国
や
県
な
ど
も
含
め
て
、
事
業
を

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
議
論
に
な

っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。 

問
　
委
員
報
酬
は
委
員
会
が
開
催

さ
れ
な
く
て
も
支
払
わ
れ
る
の
か
。 

答
　
開
催
し
な
い
場
合
は
支
払
わ

れ
な
い
。 

問
　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
台
数
と
性
能
の
違
い

は
。 

答
　
役
場
本
庁
舎
、
小
学
校
、
中

学
校
、
町
民
プ
ー
ル
、
中
央
体
育

館
、
老
人
憩
の
家
、
い
き
い
き
の

里
、
総
合
保
健
福
祉
会
館
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
公
民
館
等
で
二
十

一
台
を
設
置
す
る
予
定
。
そ
れ
ぞ

れ
機
種
は
違
っ
て
も
、
性
能
は
同

じ
で
あ
る
。 

問
　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
南
側
の
町
営

自
転
車
駐
輪
場
利
用
者
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
　 

答
　
駅
南
口
の
町
営
駐
輪
場
は
、

平
成
二
十
年
の
十
月
か
ら
廃
止
す

る
予
定
で
あ
る
。
周
辺
の
民
間
駐

輪
場
に
空
き
が
あ
る
の
で
、
利
用

者
は
民
間
の
ほ
う
を
利
用
し
て
頂

こ
う
と
考
え
て
い
る
。 

問
　
平
成
十
九
年
度
で
一
律
カ
ッ

ト
さ
れ
た
臨
時
職
員
の
賃
金
は
ど

う
な
る
の
か
。
　 

答
　
勤
勉
手
当
は
二
か
月
分
に
戻

し
、
時
間
給
は
七
百
二
十
円
か
ら

七
百
五
十
円
に
戻
す
。 

   

民 

生 

費 

問
　
総
合
保
健
福
祉
会
館
の
年
間

運
営
費
は
い
く
ら
か
。 

答
　
平
成
二
十
一
年
度
以
降
は
年

間
四
千
万
円
程
度
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。 

問
　
リ
フ
ト
付
バ
ス
は
、
古
く
な

っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。 

答
　
平
成
五
年
に
導
入
し
て
以
来
、

十
七
万
五
千
キ
ロ
走
行
し
て
い
る

が
、
ま
だ
走
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

問
　
学
童
保
育
の
警
備
保
障
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。 

答
　
緊
急
時
に
警
察
に
通
報
で
き

る
機
械
警
備
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
。 

 

 

衛 

生 

費 

 

問
　
火
葬
場
の
補
償
範
囲
は
ど
こ

ま
で
か
。 

答
　
火
葬
場
を
中
心
と
す
る
五
百

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
都
市
計
画
法

に
準
じ
た
補
償
範
囲
と
考
え
て
い

る
。 

問
　
新
年
度
よ
り
、
剪
定
枝
、
枯

れ
草
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
始
ま
る

が
、
ど
う
い
っ
た
処
理
が
行
わ
れ

る
の
か
。 

答
　
こ
れ
ま
で
は
、
焼
却
し
て
い

た
が
、
来
年
度
か
ら
は
三
重
県
伊

賀
市
に
あ
る
業
者
に
委
託
し
、
堆

肥
化
を
し
て
い
く
。 

問
　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

状
況
は
。 

答
　
五
十
三
自
治
会
に
対
し
て
、

百
五
十
七
ケ
所
設
置
し
た
。
設
置

率
は
十
六
％
だ
が
、
整
備
で
き
る

と
こ
ろ
は
、
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
自
治
会
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
く
。 

  

農
林
水
産
業
費 

　 問
　
有
害
鳥
獣
駆
除
の
効
果
に
つ

い
て 

答
　
平
成
十
八
年
度
の
実
績
で
は
、

カ
ラ
ス
百
六
十
四
羽
、
野
鳩
二
十

羽
を
駆
除
し
た
。
今
後
も
、
よ
り

効
果
的
な
農
作
物
被
害
対
策
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。 

問
　
里
山
林
機
能
回
復
整
備
事
業

の
内
容
は
。 

答
　
松
尾
山
へ
の
山
道
周
辺
二
・

五
メ
ー
ト
ル
両
サ
イ
ド
の
下
草
刈

り
や
雑
木
の
撤
去
を
し
て
い
る
。 

 

新年度予算を慎重審査 新年度予算を慎重審査 新年度予算を慎重審査 新年度予算を慎重審査 
総額156億6,236万円を可決 

平成20年度の予算決まる 
◇一般会計

◇国民健康保険事業特別会計

◇老人保健特別会計

◇大字龍田財産区特別会計

◇公共下水道事業特別会計

◇介護保険事業特別会計

◇後期高齢者医療特別会計

◇水道事業会計

77億4,000万円

31億2,880万円

2億4,400万円

454万円

15億9,500万円

14億7,990万円

2億8,350万円

11億8,662万円

予
算
常
任
委
員
会

一般会計は前年度比

15億6,000万円の減額

総
　
務
　
費 

民
　
生
　
費 

農
林
水
産
業
費 

衛
　
生
　
費 
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特 

別 

会 

計

予
算
常
任
委
員
会

委
員
長

 

副
委
員
長 

委

員

 

″ ″ ″ 

木
　
澤
　
正 

男 

浦 

野
　
圭 

司 

嶋 

田
　
善 

行 

宮
　
�
　
和 

彦 

伴 
 
 
 
 

吉
　
晴 

木
　
田
　
守
　
彦 

 

 
商 
工 
費 

 

問
　
観
光
自
動
車
駐
車
場
の
駐
車

料
金
は
、
観
光
協
会
を
指
定
管
理

者
と
し
て
い
る
以
上
、
町
で
は
な

く
観
光
協
会
が
決
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。 

答
　
現
在
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い

が
、
平
成
二
十
年
度
で
整
理
し
て

い
き
た
い
。 

問
　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
内
で
の
パ
ゴ

ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
の
販
売
に
つ
い
て 

答
　
キ
ヨ
ス
ク
の
方
か
ら
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
の
で
、
キ
ヨ
ス
ク
で

販
売
し
て
頂
い
て
い
る
。 

問
　
観
光
協
会
法
人
化
の
動
向
に

つ
い
て
。 

答
　
平
成
二
十
年
中
の
法
人
格
の

取
得
目
指
し
て
整
理
を
す
す
め
て

い
る
。 

           

 

土 

木 

費 

　 問
　
耐
震
診
断
を
受
け
た
方
が
そ

の
後
、
補
修
工
事
等
を
し
て
い
る

か
と
い
う
事
後
調
査
に
つ
い
て 

答
　
平
成
二
十
年
度
に
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
事
後
調
査
を
行
う
。 

問
　
公
園
遊
具
の
安
全
性
に
つ
い

て 答
　
こ
れ
ま
で
は
、
職
員
の
目
で
、

年
二
回
点
検
を
行
っ
て
い
た
が
、

平
成
二
十
年
度
は
専
門
家
に
委
託

を
し
て
、
安
全
点
検
を
行
う
。 

問
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
に
つ
い
て 

答
　
平
成
二
十
二
年
度
を
目
標
に
、

斑
鳩
町
総
合
計
画
と
も
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
三
ヵ
年
で
整
備
を

し
て
い
く
。 

問
　
道
路
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の

整
備
状
況
に
つ
い
て 

答
　
里
道
、
水
路
な
ど
の
法
定
外

公
共
物
に
つ
い
て
は
平
成
十
九
年

度
で
整
理
が
終
わ
っ
た
の
で
、
平

成
二
十
年
度
か
ら
は
、
町
道
も
シ

ス
テ
ム
化
を
進
め
て
い
く
。 

問
　
草
刈
り
は
ど
の
よ
う
に
委
託

し
て
い
る
の
か
。 

答
　
事
業
に
よ
っ
て
、
入
札
も
し

く
は
随
意
契
約
と
い
う
形
を
と
っ

て
い
る
。 

問
　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

整
備
計
画
は
、
最
新
の
交
通
量
調

査
結
果
を
反
映
さ
せ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。 

答
　
で
き
る
だ
け
新
し
い
デ
ー
タ

を
も
と
に
し
て
い
く
よ
う
国
に
要

望
す
る
。 

  

消 

防 

費 

 

問
　
自
衛
消
防
団
補
助
金
百
万
円

の
内
訳
は
。 

答
　
年
間
、
一
団
体
五
万
円
を
支

給
し
て
お
り
、
計
二
十
団
体
に
支

給
し
て
い
る
。 

問
　
い
ざ
、
地
震
が
起
こ
っ
た
と

き
に
は
職
員
は
ど
う
い
う
行
動
を

と
る
の
か
。 

答
　
地
震
発
生
時
、
震
度
四
以
上

で
あ
れ
ば
、
職
員
は
自
動
的
に
参

集
す
る
よ
う
、
地
域
防
災
計
画
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
対

策
本
部
を
設
置
し
、
町
長
を
本
部

長
と
し
て
体
制
を
整
え
て
い
く
こ

と
と
併
せ
て
、
住
民
に
対
し
て
は

絶
え
ず
情
報
収
集
を
行
い
、
適
切

な
処
置
を
し
て
い
く
。 

問
　
災
害
対
策
備
品
購
入
費
四
百

四
十
万
三
千
円
の
内
訳
は
。 

答
　
避
難
所
施
設
の
備
品
と
し
て
、

発
電
機
や
照
明
器
具
、
仮
設
ト
イ

レ
を
、
ま
た
災
害
時
救
助
工
具
と

し
て
、
の
こ
ぎ
り
や
バ
ー
ル
、
ス

コ
ッ
プ
等
を
購
入
す
る
。 

問
　
防
火
水
槽
設
置
の
基
準
に
つ

い
て
。 

答
　
地
域
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
際

に
は
、
補
助
要
綱
等
で
は
な
く
、

総
合
的
に
判
断
し
て
設
置
し
て
い

る
。 

問
　
災
害
時
救
助
工
具
は
各
自
治

会
に
設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
　
災
害
救
助
工
具
に
つ
い
て
は
、

認
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
啓

発
に
努
め
て
い
き
た
い
が
、
現
時

点
で
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
な
い
。 

  

 

教 

育 

費 

　 問
　
町
民
体
育
大
会
は
今
後
も
継

続
し
て
い
く
の
か
。 

答
　
全
町
民
が
一
堂
に
会
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
最
大

の
機
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。 

問
　
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
見
て
、

町
民
プ
ー
ル
や
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
は
廃
止
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。 

答
　
単
純
に
コ
ス
ト
の
面
か
ら
だ

け
で
は
判
断
で
き
な
い
。
青
少
年

の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
、
町
が

継
続
し
て
運
営
し
て
い
き
た
い
。 

問
　
給
食
費
の
未
納
は
あ
る
の
か
。 

答
　
小
学
校
・
中
学
校
と
も
未
納

は
な
い
。 

問
　
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
開
棺
二
十

周
年
記
念
事
業
、
西
岡
棟
梁
生
誕

百
周
年
記
念
事
業
な
ど
は
、
安
易

に
冠
を
つ
け
て
や
る
の
で
は
な
く
、

経
費
節
減
の
た
め
に
、
文
化
財
活

用
セ
ン
タ
ー
の
会
館
記
念
事
業
な

ど
で
統
合
し
て
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。 

答
　
そ
れ
ぞ
れ
に
経
緯
が
あ
る
も

の
な
の
で
、
別
々
に
行
っ
て
い
き

た
い
。 

問
　
人
権
教
育
推
進
協
議
会
補
助

金
の
内
容
と
内
訳
に
つ
い
て 

答
　
全
同
協
教
育
大
会
の
全
国
大

会
が
奈
良
で
行
わ
れ
る
。
昨
年
と

比
べ
て
、
予
算
を
六
十
万
円
増
額

し
て
お
り
、
小
・
中
学
校
、
幼
稚

園
か
ら
三
十
名
程
度
、
人
権
社
会

部
会
、
人
権
推
進
協
議
会
な
ど
か

ら
二
十
三
名
程
度
、
役
場
職
員
が

六
名
、
計
六
十
名
の
参
加
を
予
定

し
て
い
る
。 

                      

災
害
復
旧
費
・
　 

公
債
費
・
予
備
費 

  

問
　
災
害
時
に
お
け
る
町
内
業
者

と
の
協
力
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
入
札
に

影
響
が
あ
る
の
か
。 

答
　
災
害
時
に
は
町
内
業
者
に
ご

協
力
頂
い
て
お
り
、
非
常
に
感
謝

し
て
い
る
。
し
か
し
、
町
か
ら
は

要
請
は
し
な
い
。
入
札
も
原
則
的

に
行
う
。 

    

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
国
民

　
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

 

問
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

つ
い
て 

答
　
国
民
健
康
保
険
の
累
積
赤
字

解
消
策
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度

は
介
護
納
付
分
の
累
積
赤
字
九
千

三
百
万
円
を
繰
入
れ
し
、
赤
字
を

補
填
す
る
。 

問
　
人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
医
療
機

関
は
限
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

答
　
指
定
の
医
療
機
関
は
な
い
の

で
、
全
国
ど
こ
で
受
け
て
頂
い
て

も
か
ま
わ
な
い
。 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
大
字

　
龍
田
財
産
区
特
別
会
計
予
算

問
　
繰
越
金
が
な
く
な
っ
た
後
の

管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。 

答
　
財
産
を
売
っ
て
歳
入
を
確
保

す
る
し
か
な
い
。
水
利
権
も
絡
ん

で
い
る
の
で
、
水
利
組
合
の
意
向

も
聞
い
て
協
議
し
て
い
く
。 

 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
公
共

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

 

問
　
下
水
道
へ
の
接
続
率
は
ど
れ

く
ら
い
か
。 

答
　
約
六
十
％
で
あ
る
。 

 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
介
護

　
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

 

問
　
急
に
要
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
は
。 

答
　
先
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

後
で
出
た
認
定
結
果
に
基
づ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
認
定
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
特
例
が
あ
る
。 

 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
後
期

　
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

 

問
　
資
格
証
明
書
の
発
行
は
。 

答
　
国
民
健
康
保
険
と
の
整
合
性

が
課
題
に
な
る
。
市
町
村
代
表
に

よ
る
幹
事
会
を
作
り
、
市
町
村
側

の
意
見
を
あ
げ
て
い
く
。 

                 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
水
道

　
事
業
会
計
予
算

 
問
　
有
収
率
の
推
移
に
つ
い
て
。 

答
　
現
在
、
九
十
四
％
で
あ
り
、

九
十
四
〜
九
十
五
％
が
上
限
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
（
木
澤
委
員
長
記
） 

 

土
　
木
　
費 

災
害
復
旧
費
・
　 

公
債
費
・
予
備
費 

 

消
　
防
　
費 

教
　
育
　
費 
商
　
工
　
費 

見 本 
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特 
別 
会 
計

予
算
常
任
委
員
会

委
員
長

 

副
委
員
長 

委

員

 

″ ″ ″ 

木
　
澤
　
正 

男 

浦 

野
　
圭 

司 

嶋 

田
　
善 

行 

宮
　
�
　
和 

彦 

伴 
 
 
 
 

吉
　
晴 

木
　
田
　
守
　
彦 

 

 

商 

工 

費 

 

問
　
観
光
自
動
車
駐
車
場
の
駐
車

料
金
は
、
観
光
協
会
を
指
定
管
理

者
と
し
て
い
る
以
上
、
町
で
は
な

く
観
光
協
会
が
決
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。 

答
　
現
在
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い

が
、
平
成
二
十
年
度
で
整
理
し
て

い
き
た
い
。 

問
　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
内
で
の
パ
ゴ

ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
の
販
売
に
つ
い
て 

答
　
キ
ヨ
ス
ク
の
方
か
ら
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
の
で
、
キ
ヨ
ス
ク
で

販
売
し
て
頂
い
て
い
る
。 

問
　
観
光
協
会
法
人
化
の
動
向
に

つ
い
て
。 

答
　
平
成
二
十
年
中
の
法
人
格
の

取
得
目
指
し
て
整
理
を
す
す
め
て

い
る
。 

           

 

土 

木 

費 

　 問
　
耐
震
診
断
を
受
け
た
方
が
そ

の
後
、
補
修
工
事
等
を
し
て
い
る

か
と
い
う
事
後
調
査
に
つ
い
て 

答
　
平
成
二
十
年
度
に
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
事
後
調
査
を
行
う
。 

問
　
公
園
遊
具
の
安
全
性
に
つ
い

て 答
　
こ
れ
ま
で
は
、
職
員
の
目
で
、

年
二
回
点
検
を
行
っ
て
い
た
が
、

平
成
二
十
年
度
は
専
門
家
に
委
託

を
し
て
、
安
全
点
検
を
行
う
。 

問
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
に
つ
い
て 

答
　
平
成
二
十
二
年
度
を
目
標
に
、

斑
鳩
町
総
合
計
画
と
も
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
三
ヵ
年
で
整
備
を

し
て
い
く
。 

問
　
道
路
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の

整
備
状
況
に
つ
い
て 

答
　
里
道
、
水
路
な
ど
の
法
定
外

公
共
物
に
つ
い
て
は
平
成
十
九
年

度
で
整
理
が
終
わ
っ
た
の
で
、
平

成
二
十
年
度
か
ら
は
、
町
道
も
シ

ス
テ
ム
化
を
進
め
て
い
く
。 

問
　
草
刈
り
は
ど
の
よ
う
に
委
託

し
て
い
る
の
か
。 

答
　
事
業
に
よ
っ
て
、
入
札
も
し

く
は
随
意
契
約
と
い
う
形
を
と
っ

て
い
る
。 

問
　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

整
備
計
画
は
、
最
新
の
交
通
量
調

査
結
果
を
反
映
さ
せ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。 

答
　
で
き
る
だ
け
新
し
い
デ
ー
タ

を
も
と
に
し
て
い
く
よ
う
国
に
要

望
す
る
。 

  

消 

防 

費 

 

問
　
自
衛
消
防
団
補
助
金
百
万
円

の
内
訳
は
。 

答
　
年
間
、
一
団
体
五
万
円
を
支

給
し
て
お
り
、
計
二
十
団
体
に
支

給
し
て
い
る
。 

問
　
い
ざ
、
地
震
が
起
こ
っ
た
と

き
に
は
職
員
は
ど
う
い
う
行
動
を

と
る
の
か
。 

答
　
地
震
発
生
時
、
震
度
四
以
上

で
あ
れ
ば
、
職
員
は
自
動
的
に
参

集
す
る
よ
う
、
地
域
防
災
計
画
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
対

策
本
部
を
設
置
し
、
町
長
を
本
部

長
と
し
て
体
制
を
整
え
て
い
く
こ

と
と
併
せ
て
、
住
民
に
対
し
て
は

絶
え
ず
情
報
収
集
を
行
い
、
適
切

な
処
置
を
し
て
い
く
。 

問
　
災
害
対
策
備
品
購
入
費
四
百

四
十
万
三
千
円
の
内
訳
は
。 

答
　
避
難
所
施
設
の
備
品
と
し
て
、

発
電
機
や
照
明
器
具
、
仮
設
ト
イ

レ
を
、
ま
た
災
害
時
救
助
工
具
と

し
て
、
の
こ
ぎ
り
や
バ
ー
ル
、
ス

コ
ッ
プ
等
を
購
入
す
る
。 

問
　
防
火
水
槽
設
置
の
基
準
に
つ

い
て
。 

答
　
地
域
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
際

に
は
、
補
助
要
綱
等
で
は
な
く
、

総
合
的
に
判
断
し
て
設
置
し
て
い

る
。 

問
　
災
害
時
救
助
工
具
は
各
自
治

会
に
設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
　
災
害
救
助
工
具
に
つ
い
て
は
、

認
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
啓

発
に
努
め
て
い
き
た
い
が
、
現
時

点
で
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
な
い
。 

  

 

教 

育 

費 

　 問
　
町
民
体
育
大
会
は
今
後
も
継

続
し
て
い
く
の
か
。 

答
　
全
町
民
が
一
堂
に
会
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
最
大

の
機
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。 

問
　
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
見
て
、

町
民
プ
ー
ル
や
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
は
廃
止
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。 

答
　
単
純
に
コ
ス
ト
の
面
か
ら
だ

け
で
は
判
断
で
き
な
い
。
青
少
年

の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
、
町
が

継
続
し
て
運
営
し
て
い
き
た
い
。 

問
　
給
食
費
の
未
納
は
あ
る
の
か
。 

答
　
小
学
校
・
中
学
校
と
も
未
納

は
な
い
。 

問
　
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
開
棺
二
十

周
年
記
念
事
業
、
西
岡
棟
梁
生
誕

百
周
年
記
念
事
業
な
ど
は
、
安
易

に
冠
を
つ
け
て
や
る
の
で
は
な
く
、

経
費
節
減
の
た
め
に
、
文
化
財
活

用
セ
ン
タ
ー
の
会
館
記
念
事
業
な

ど
で
統
合
し
て
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。 

答
　
そ
れ
ぞ
れ
に
経
緯
が
あ
る
も

の
な
の
で
、
別
々
に
行
っ
て
い
き

た
い
。 

問
　
人
権
教
育
推
進
協
議
会
補
助

金
の
内
容
と
内
訳
に
つ
い
て 

答
　
全
同
協
教
育
大
会
の
全
国
大

会
が
奈
良
で
行
わ
れ
る
。
昨
年
と

比
べ
て
、
予
算
を
六
十
万
円
増
額

し
て
お
り
、
小
・
中
学
校
、
幼
稚

園
か
ら
三
十
名
程
度
、
人
権
社
会

部
会
、
人
権
推
進
協
議
会
な
ど
か

ら
二
十
三
名
程
度
、
役
場
職
員
が

六
名
、
計
六
十
名
の
参
加
を
予
定

し
て
い
る
。 

                      

災
害
復
旧
費
・
　 

公
債
費
・
予
備
費 

  

問
　
災
害
時
に
お
け
る
町
内
業
者

と
の
協
力
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
入
札
に

影
響
が
あ
る
の
か
。 

答
　
災
害
時
に
は
町
内
業
者
に
ご

協
力
頂
い
て
お
り
、
非
常
に
感
謝

し
て
い
る
。
し
か
し
、
町
か
ら
は

要
請
は
し
な
い
。
入
札
も
原
則
的

に
行
う
。 

    

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
国
民

　
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

 

問
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

つ
い
て 

答
　
国
民
健
康
保
険
の
累
積
赤
字

解
消
策
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度

は
介
護
納
付
分
の
累
積
赤
字
九
千

三
百
万
円
を
繰
入
れ
し
、
赤
字
を

補
填
す
る
。 

問
　
人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
医
療
機

関
は
限
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

答
　
指
定
の
医
療
機
関
は
な
い
の

で
、
全
国
ど
こ
で
受
け
て
頂
い
て

も
か
ま
わ
な
い
。 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
大
字

　
龍
田
財
産
区
特
別
会
計
予
算

問
　
繰
越
金
が
な
く
な
っ
た
後
の

管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。 

答
　
財
産
を
売
っ
て
歳
入
を
確
保

す
る
し
か
な
い
。
水
利
権
も
絡
ん

で
い
る
の
で
、
水
利
組
合
の
意
向

も
聞
い
て
協
議
し
て
い
く
。 

 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
公
共

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 
 

問
　
下
水
道
へ
の
接
続
率
は
ど
れ

く
ら
い
か
。 

答
　
約
六
十
％
で
あ
る
。 

 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
介
護

　
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

 
問
　
急
に
要
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
は
。 

答
　
先
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

後
で
出
た
認
定
結
果
に
基
づ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
認
定
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
特
例
が
あ
る
。 

 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
後
期

　
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

 

問
　
資
格
証
明
書
の
発
行
は
。 

答
　
国
民
健
康
保
険
と
の
整
合
性

が
課
題
に
な
る
。
市
町
村
代
表
に

よ
る
幹
事
会
を
作
り
、
市
町
村
側

の
意
見
を
あ
げ
て
い
く
。 

                 

▽
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
水
道

　
事
業
会
計
予
算

 

問
　
有
収
率
の
推
移
に
つ
い
て
。 

答
　
現
在
、
九
十
四
％
で
あ
り
、

九
十
四
〜
九
十
五
％
が
上
限
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
（
木
澤
委
員
長
記
） 

 

土
　
木
　
費 

災
害
復
旧
費
・
　 

公
債
費
・
予
備
費 

 

消
　
防
　
費 

教
　
育
　
費 

商
　
工
　
費 

見 本 
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　後期高齢者医療制度では、事業主体は広域連合であ

り町は窓口にすぎません。しかし、無年金者や無年金

者に近い年金の人から保険料を徴収したり、制度にか

かわる住民からの苦情を引き受けるのは各自治体です。

自治体にとっても、もっともつらい部分を引き受ける

条例です。

　私は以前にも申し上げましたが、後期高齢者医療制

度そのものに反対する立場であり、広域連合の設立の

際にも反対の意を示してきました。

　この制度を「現代の姥捨て山だ」と言った人がおり

ますがまさにそのとおりだと思います。

　７５歳以上の高齢者のみなさんは、これまで、戦中・

戦後の厳しい時代から今まで、日本社会の発展を苦労

して支えてこられた方々です。にもかかわらず、人生

の最終段階でこのようなひどい仕打ちを受ける今回の

高齢者医療制度は、絶対に許せません。

　この制度は国の制度なので、町としてどう対応する

か難しいことがありますが、私たちにもできることが

あると思います。私は、今後とも後期高齢者医療制度

については中止に向け、努力していくことを申し上げ

まして、私の反対討論とします。

斑鳩町後期高齢者医療に関する条例について

斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　今回の税率改定は後期高齢者医療制度が実施される

ことによって、後期高齢者支援金分という形で、これ

までの医療分、介護分とは別に枠が設けられ、その分

がまるまる増税となり、国民健康保険加入世帯では、

平均して約２２～２３％の値上げになります。今でも

家庭の収入は増えていないのに、この間の控除廃止に

伴う増税や連鎖的におこる各種保険料の値上げ等によっ

て住民の負担は限界にきています。そんな中で新たに

２０％以上もの負担増は、単純に見ても耐えられない

と考えます。

　また今回、医療分の限度額が５６万円から４７万円

に引き下がることによって、低中額所得層では、２０

数％の負担増になるのに対して、高額所得者層の負担

増は４％程度ということで、税負担の公平性から考え

ても偏ったものになっています。

　この間、国民健康保険に対する国の財政負担が下がっ

てきていることが、国民健康保険財政悪化の一番大き

な問題です。国民皆保険制度として、国が財政的にもしっ

かりと責任をもち、全ての国民の命と健康を守る立場

を明確にするよう、国や県に対して町からも強く声を

あげていただくことを要望して、私の反対討論とします。

　賛成の立場から意見を述べさせていただきます。

　行政は「法令による制度を円滑に行う業務」を負っ

ています。そして本条例は後期高齢者医療制度のうち

斑鳩町が行う「事務」について、法令に基づき制定さ

れるものであります。

　町は４月の制度開始に向け、執行に関する本条例を

上程されました。

　現在対象者に後期高齢者の被保険者証が交付される等、

後期高齢者医療の事務は着実にすすんでおります。仮

に本条例が成立しないとすれば、保険料の普通徴収が

できなくなり、この事務の遂行に支障をきたす事は明

らかであり、高齢者の方々に「不必要な不安と混乱を

与えるだけの結果」にしかなりません。

　この条例の中の条文の一部が法令に違反するもので

あるとの理由、もしくは見解で、異議をとなえ、反対

するのであればまだしも、上位法の是非の解釈を理由

に事務手続きに関する条例に反対する事は、いかがな

ものでしょうか。

　議員皆様の良識あるご賛同をよろしくお願いいたし

ます。

【賛　成　意　見】　嶋　田　議　員

【賛　成　意　見】　伴　議　員

　このたびの医療制度改革は、私たち住民にとって、

たいへん大きな改革であり、国民健康保険にとっても様々

な影響があるものだと私は考えます。

　国民健康保険の財政状況は、累積赤字を抱え、危機

的な状況にあるわけですが、このような中、後期高齢

者医療制度の発足に伴って、それに対する支援金とい

う新たな負担が国民健康保険に加わりました。今回の

条例では、その財源として、国保税に後期高齢者支援

分を新設し、また徴収方法として、年金からの特別徴

収を加えるなどの変更がされようとしています。しかし、

今回の改正においては、当町は医療分、介護分の税率

を据え置き、必要最小限の支援金分の税率設定にとどめ、

さらに一般会計からの支援も行おうとされています。

　これらのことを考えますと、法令に基づいて支援金

課税額を設定し、特別徴収を加えることについて、私

はやむを得ないものだと考えます。

　町におかれましては、新しい制度である特定健診、

保健指導を着実に行っていくことで、医療費を抑制し、

国保財政の健全化に引き続き努力していただくようお

願いを申し上げます。

　
平
成
二
十
年
第
一
回
定
例
議
会

は
、
三
月
三
日
か
ら
三
月
二
十
五

日
ま
で
の
二
十
三
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
斑
鳩
町
総
合
保
健
福
祉

会
館
条
例
な
ど
三
十
一
議
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し

た
。 

　
そ
の
他
、
人
事
案
件
一
件
に
つ

い
て
適
任
と
答
申
し
、
報
告
事
案

三
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
一
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。 

 

斑鳩町総合保健福祉会館条例について

斑鳩町後期高齢者医療に関する条例について

斑鳩町行政組織条例の一部を改正する条例について

斑鳩町営自転車等駐車場条例の一部を改正する条例について

斑鳩町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町母子医療費助成条例の一部を改正する条例について

斑鳩町老人医療費助成条例の一部を改正する条例について

斑鳩町心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

斑鳩町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町町営住宅条例の一部を改正する条例について

平成１９年度斑鳩町一般会計補正予算（第１１号）について

平成１９年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について

平成１９年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）について

平成１９年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について

平成１９年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第２号）について

平成２０年度斑鳩町一般会計予算について

平成２０年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算について

平成２０年度斑鳩町老人保健特別会計予算について

平成２０年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計予算について

平成２０年度斑鳩町公共下水道事業特別会計予算について

平成２０年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について

平成２０年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について

平成２０年度斑鳩町水道事業会計予算について
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　後期高齢者医療制度では、事業主体は広域連合であ

り町は窓口にすぎません。しかし、無年金者や無年金

者に近い年金の人から保険料を徴収したり、制度にか

かわる住民からの苦情を引き受けるのは各自治体です。

自治体にとっても、もっともつらい部分を引き受ける

条例です。

　私は以前にも申し上げましたが、後期高齢者医療制

度そのものに反対する立場であり、広域連合の設立の

際にも反対の意を示してきました。

　この制度を「現代の姥捨て山だ」と言った人がおり

ますがまさにそのとおりだと思います。

　７５歳以上の高齢者のみなさんは、これまで、戦中・

戦後の厳しい時代から今まで、日本社会の発展を苦労

して支えてこられた方々です。にもかかわらず、人生

の最終段階でこのようなひどい仕打ちを受ける今回の

高齢者医療制度は、絶対に許せません。

　この制度は国の制度なので、町としてどう対応する

か難しいことがありますが、私たちにもできることが

あると思います。私は、今後とも後期高齢者医療制度

については中止に向け、努力していくことを申し上げ

まして、私の反対討論とします。

斑鳩町後期高齢者医療に関する条例について

斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　今回の税率改定は後期高齢者医療制度が実施される

ことによって、後期高齢者支援金分という形で、これ

までの医療分、介護分とは別に枠が設けられ、その分

がまるまる増税となり、国民健康保険加入世帯では、

平均して約２２～２３％の値上げになります。今でも

家庭の収入は増えていないのに、この間の控除廃止に

伴う増税や連鎖的におこる各種保険料の値上げ等によっ

て住民の負担は限界にきています。そんな中で新たに

２０％以上もの負担増は、単純に見ても耐えられない

と考えます。

　また今回、医療分の限度額が５６万円から４７万円

に引き下がることによって、低中額所得層では、２０

数％の負担増になるのに対して、高額所得者層の負担

増は４％程度ということで、税負担の公平性から考え

ても偏ったものになっています。

　この間、国民健康保険に対する国の財政負担が下がっ

てきていることが、国民健康保険財政悪化の一番大き

な問題です。国民皆保険制度として、国が財政的にもしっ

かりと責任をもち、全ての国民の命と健康を守る立場

を明確にするよう、国や県に対して町からも強く声を

あげていただくことを要望して、私の反対討論とします。

　賛成の立場から意見を述べさせていただきます。

　行政は「法令による制度を円滑に行う業務」を負っ

ています。そして本条例は後期高齢者医療制度のうち

斑鳩町が行う「事務」について、法令に基づき制定さ

れるものであります。

　町は４月の制度開始に向け、執行に関する本条例を

上程されました。

　現在対象者に後期高齢者の被保険者証が交付される等、

後期高齢者医療の事務は着実にすすんでおります。仮

に本条例が成立しないとすれば、保険料の普通徴収が

できなくなり、この事務の遂行に支障をきたす事は明

らかであり、高齢者の方々に「不必要な不安と混乱を

与えるだけの結果」にしかなりません。

　この条例の中の条文の一部が法令に違反するもので

あるとの理由、もしくは見解で、異議をとなえ、反対

するのであればまだしも、上位法の是非の解釈を理由

に事務手続きに関する条例に反対する事は、いかがな

ものでしょうか。

　議員皆様の良識あるご賛同をよろしくお願いいたし

ます。

【賛　成　意　見】　嶋　田　議　員

【賛　成　意　見】　伴　議　員

　このたびの医療制度改革は、私たち住民にとって、

たいへん大きな改革であり、国民健康保険にとっても様々

な影響があるものだと私は考えます。

　国民健康保険の財政状況は、累積赤字を抱え、危機

的な状況にあるわけですが、このような中、後期高齢

者医療制度の発足に伴って、それに対する支援金とい

う新たな負担が国民健康保険に加わりました。今回の

条例では、その財源として、国保税に後期高齢者支援

分を新設し、また徴収方法として、年金からの特別徴

収を加えるなどの変更がされようとしています。しかし、

今回の改正においては、当町は医療分、介護分の税率

を据え置き、必要最小限の支援金分の税率設定にとどめ、

さらに一般会計からの支援も行おうとされています。

　これらのことを考えますと、法令に基づいて支援金

課税額を設定し、特別徴収を加えることについて、私

はやむを得ないものだと考えます。

　町におかれましては、新しい制度である特定健診、

保健指導を着実に行っていくことで、医療費を抑制し、

国保財政の健全化に引き続き努力していただくようお

願いを申し上げます。
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奈良県知事に
　１件の意見書を送付
奈良県知事に
　１件の意見書を送付

奈良県立三室病院における産婦人科医師の確保及び
安定した産科医療体制の充実を求める意見書

　奈良県内では、昨年、一昨年と続けて起こった妊産婦に関わる痛ましい出来事をきっかけに、県下の産科医

療体制の脆弱さが浮き彫りとなり、緊急的対応が急務となっている。

　また、厚生労働省が公表した全国の医師数統計によると、人口１０万人当たりの、産科・産婦人科・小児科

の医師数が奈良県では３１人で、全国平均の３８人を遥かに下回っており、都道府県によっては倍以上の開き

があるなど、医師数の深刻な地域格差が明らかになった。

　そのような状況下にもかかわらず、これまで王寺周辺広域七ケ町（平群町・三郷町・斑鳩町・安堵町・上牧町・

王寺町・河合町）の住民を支えてきた奈良県立三室病院では、平成１７年４月に産婦人科の常勤医師が３名か

ら２名に減員、今回更に１名の医師の退職に伴ない、分娩の制限が危惧されている。これは近隣地域住民にとっ

て極めて深刻であり、生命に関わる重大な問題でもある。

　よって、県当局におかれては、県民の生命、健康を最重点事項として取り組み、安心して子どもを産むこと

ができる体制整備に努め、緊急に奈良県立三室病院の産婦人科医師を確保し、安定した産科医療体制を充実す

るよう強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成２０年３月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

　国民皆保険の制度の国では例を見ない制度を強行に

つくったために、提出されているこの特別会計に反対

の立場から意見を申し上げます。

　２月２８日に、国会で野党４党がこの制度の中止・

撤回を求める法案を衆議院に提出しています。

　また、斑鳩町では残念ながら否決になった、この制

度の中止や見直しを求める意見書が５００以上もの自

治体から国へ提出されています。　

　病気の長期化、慢性化、認知症、終末期医療の観点

から年齢で自動的に区切られたもので、これらは、暦

年齢で分けられるものではないと考えています。

　私は、ただ単に、国が医療費をどう削減するかとい

うことを考えたときに、短絡的に、机の上だけで考え

出したものだと受け止めています。

　制度の中止・撤回を望み、またそれがもし叶わなけ

れば、次世代を担う子どもたちに命の大切さや重み、

お年寄りを敬う気持ちを教えるためにも、今後の制度

改善に向けて、斑鳩町自身も力を注がれることを期待

します。

　制度の中止・撤回を求め、この制度スタートに組ま

れた予算については、とても賛成することはできません。

平成２０年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　後期高齢者医療制度については、いよいよ来月からは、

医療の給付及び保険料の年金からの天引きが始まります。

町におかれては、この制度開始に向けた諸準備に日々

努められていることと思います。

　この制度は、県単位で設けられた広域連合が運営の

主体となりますが、市町村においては保険料の徴収事務、

その他各種申請の受付や保険証の引渡しなどを行うこ

ととなっています。本特別会計は、これら事務を行う

ために必要な経費を計上し、また保険料の収入を広域

連合に拠出するために設けられるものであり、他の事

務と明確に区別するために、法令により特別会計を設

置することが義務付けられているものです。

　４月の制度開始を控え、後期高齢者医療による医療

給付を滞りなく行うため、また町としてその責務を果

たされるためには、本会計の設置は必要であると考え

ます。

　この制度については、町の広報のほか、厚生労働省

や広域連合などによる新聞折り込みでＰＲに努めてお

られますが、様々な機会をとおして、高齢者の方々に

分かりやすく制度の内容をお伝えしていただくよう、

町にお願いしまして、私の賛成意見といたします。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　財政難でも、造り続ける箱物行政のつけを住民に回し、
福祉サービスの低下や公共下水道加入負担金一件当り
１０万円等と、納得の出来ない受益者負担を課せる町
行政のあり方に多くの町民が不満を訴えています。
　しかし、町は多額な公費を使う公共事業の高い落札
率は一向に改善せず、１６億円で現在建設中の総合福
祉会館に続き、今年度は文化財活用センターを２億６，
４００万円予算計上し、建設します。この他にも町が
浄化槽汚泥やし尿汲み取り業務を委託している業者の内、
（有）清水環境開発だけに、公共下水道事業の推進に
よる汲み取り業務の目減りを町が補償するとして、約１，
３００万円で新たにごみ収集業務を委託し、公共下水
道事業が進めば進むほど同社に補償が増える仕組みとなっ
ています。またごみ行政では、古紙がだぶつき回収し
ても売れなかった時代に、各種団体に対し交付してき
た集団回収助成金制度を見直すことなく、財政難の中
で補助金を交付しています。
　このような無防備に公費を使う現状に、行財政改革
を進めようという熱意は全く感じられません。よって
住民の意向とかけ離れた平成２０年度一般会計予算に
ついて反対いたします。

平成２０年度斑鳩町一般会計予算について

平成２０年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算について

【反　対　意　見】　西　谷　議　員

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　国民健康保険とは、国民皆保険制度のわが国では、

入るところがない、また、勤めを終えて会社の保険か

ら抜けるという方の受け皿的要素の高いものです。そ

の国保会計が年々厳しくなっているのは、被保険者の

せいでしょうか。今回の改正は、後期高齢者医療制度

ができたことに伴い、その支援金分を創設されたもの

ですが、その影響は尋常なものではありません。

　資産割を多くもつ高齢者を制度からはずし、生活す

るのにぎりぎりの一般的な加入者に平均して、２０数パー

セントの値上げとなる反面、限度額を越えるような高

額所得者にはわずか、４．６パーセントの値上げです。

もし、医療分の限度額（現行５６万円）を４７万円に

下げなかったとしても、高額所得者は１８．４６パー

セントの値上げです。もう少し公平に、所得に見合い、

誰もが払える国保税の設定が求められるのではないでしょ

うか。

　国保税は支払い能力を越える税額になってきている

うえに、さらなる値上げとなるものです。多くの方の

悲鳴が聞こえてきそうです。収入の低い層には大打撃

となるこんな大幅値上げの理不尽な会計をとても容認

することはできません。

　本町は、平成１６年１２月、単独行政の道を歩んで
約３年４ヶ月が経過し、その間、本町を取巻く環境は、
依然として厳しく税収入の早急な改善は期待できない
状況にあり、また地方交付税は、引き続き減収となっ
ている。
　このような中、平成２０年度予算は、一般財源の総
額が、引き続き減少する中、職員総数の抑制、町長・
副町長の給与や部課長級の管理職手当の縮減などの内
部努力を行っている。また、ＪＲ法隆寺駅周辺整備では、
駅前南口広場の整備や北口の整備計画路線の整備が進
められている。本格的な少子・高齢化の対策においては、
福祉・保健機能を一体とした総合福祉会館の適切な運
営に備える費用を計上し、また｢地域子育て支援センター｣
を新たに開設し、つどいの広場・子育てサークルの育成・
子育て相談を実施し、地域の子育て支援機能の充実を
図り、子育て中の保護者が安心して子育てができる環
境整備に取り組もうとされている。さらに、｢妊婦一般
健康診査｣では、公費負担回数を１回から５回に大きく
拡大するなど少子化対策に視点を置いた充実したもの
となっている。また、懸案となっている国保財政への
財政支援にも取り組まれ、町民生活の視点にたった予
算を編成されている。

【賛　成　意　見】　飯　�　議　員

【賛　成　意　見】　紀　議　員

　今回の国民健康保険事業の予算編成は、後期高齢者

医療制度の発足に伴い、法令に基づき後期高齢者医療

への支援金分が新たに追加されることになっていますが、

国民健康保険の財政状況をみますと、支援金分の財源

をしっかりと確保することが必要であると考えます。

　国保加入者にとりましては、新たな負担となりますが、

この予算では、その負担の急激な変化を緩和するために、

国保税の医療分、介護分の税率は従来どおりのままとし、

また国民健康保険財政が危機的な状況のなか、国民健

康保険税改定について、国保運営協議会が出された答

申の付帯意見を尊重され、一般会計予算からの繰り入

れによる支援が行われることになっています。

　スムーズに制度運営がなされるよう後期高齢者医療

制度への必要な支援を行い、予算を執行していただき

たいと考えます。

　町においては、引き続き、税収の確保、特定健康診

査等の着実な実施など、よりいっそう国民健康保険の

安定した運営と加入者の健康推進に努力されるとともに、

新しい仕組みによる保険サービスを円滑に提供されま

すことを期待しまして、賛成意見とします。

　３月定例会では、「奈良県立三室病院における産婦人科医師

の確保及び安定した産科医療体制の充実を求める意見書」が

議員提案され、本会議初日に満場一致で可決しました。
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奈良県知事に
　１件の意見書を送付
奈良県知事に
　１件の意見書を送付

奈良県立三室病院における産婦人科医師の確保及び
安定した産科医療体制の充実を求める意見書

　奈良県内では、昨年、一昨年と続けて起こった妊産婦に関わる痛ましい出来事をきっかけに、県下の産科医

療体制の脆弱さが浮き彫りとなり、緊急的対応が急務となっている。

　また、厚生労働省が公表した全国の医師数統計によると、人口１０万人当たりの、産科・産婦人科・小児科

の医師数が奈良県では３１人で、全国平均の３８人を遥かに下回っており、都道府県によっては倍以上の開き

があるなど、医師数の深刻な地域格差が明らかになった。

　そのような状況下にもかかわらず、これまで王寺周辺広域七ケ町（平群町・三郷町・斑鳩町・安堵町・上牧町・

王寺町・河合町）の住民を支えてきた奈良県立三室病院では、平成１７年４月に産婦人科の常勤医師が３名か

ら２名に減員、今回更に１名の医師の退職に伴ない、分娩の制限が危惧されている。これは近隣地域住民にとっ

て極めて深刻であり、生命に関わる重大な問題でもある。

　よって、県当局におかれては、県民の生命、健康を最重点事項として取り組み、安心して子どもを産むこと

ができる体制整備に努め、緊急に奈良県立三室病院の産婦人科医師を確保し、安定した産科医療体制を充実す

るよう強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成２０年３月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

　国民皆保険の制度の国では例を見ない制度を強行に

つくったために、提出されているこの特別会計に反対

の立場から意見を申し上げます。

　２月２８日に、国会で野党４党がこの制度の中止・

撤回を求める法案を衆議院に提出しています。

　また、斑鳩町では残念ながら否決になった、この制

度の中止や見直しを求める意見書が５００以上もの自

治体から国へ提出されています。　

　病気の長期化、慢性化、認知症、終末期医療の観点

から年齢で自動的に区切られたもので、これらは、暦

年齢で分けられるものではないと考えています。

　私は、ただ単に、国が医療費をどう削減するかとい

うことを考えたときに、短絡的に、机の上だけで考え

出したものだと受け止めています。

　制度の中止・撤回を望み、またそれがもし叶わなけ

れば、次世代を担う子どもたちに命の大切さや重み、

お年寄りを敬う気持ちを教えるためにも、今後の制度

改善に向けて、斑鳩町自身も力を注がれることを期待

します。

　制度の中止・撤回を求め、この制度スタートに組ま

れた予算については、とても賛成することはできません。

平成２０年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　後期高齢者医療制度については、いよいよ来月からは、

医療の給付及び保険料の年金からの天引きが始まります。

町におかれては、この制度開始に向けた諸準備に日々

努められていることと思います。

　この制度は、県単位で設けられた広域連合が運営の

主体となりますが、市町村においては保険料の徴収事務、

その他各種申請の受付や保険証の引渡しなどを行うこ

ととなっています。本特別会計は、これら事務を行う

ために必要な経費を計上し、また保険料の収入を広域

連合に拠出するために設けられるものであり、他の事

務と明確に区別するために、法令により特別会計を設

置することが義務付けられているものです。

　４月の制度開始を控え、後期高齢者医療による医療

給付を滞りなく行うため、また町としてその責務を果

たされるためには、本会計の設置は必要であると考え

ます。

　この制度については、町の広報のほか、厚生労働省

や広域連合などによる新聞折り込みでＰＲに努めてお

られますが、様々な機会をとおして、高齢者の方々に

分かりやすく制度の内容をお伝えしていただくよう、

町にお願いしまして、私の賛成意見といたします。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　財政難でも、造り続ける箱物行政のつけを住民に回し、
福祉サービスの低下や公共下水道加入負担金一件当り
１０万円等と、納得の出来ない受益者負担を課せる町
行政のあり方に多くの町民が不満を訴えています。
　しかし、町は多額な公費を使う公共事業の高い落札
率は一向に改善せず、１６億円で現在建設中の総合福
祉会館に続き、今年度は文化財活用センターを２億６，
４００万円予算計上し、建設します。この他にも町が
浄化槽汚泥やし尿汲み取り業務を委託している業者の内、
（有）清水環境開発だけに、公共下水道事業の推進に
よる汲み取り業務の目減りを町が補償するとして、約１，
３００万円で新たにごみ収集業務を委託し、公共下水
道事業が進めば進むほど同社に補償が増える仕組みとなっ
ています。またごみ行政では、古紙がだぶつき回収し
ても売れなかった時代に、各種団体に対し交付してき
た集団回収助成金制度を見直すことなく、財政難の中
で補助金を交付しています。
　このような無防備に公費を使う現状に、行財政改革
を進めようという熱意は全く感じられません。よって
住民の意向とかけ離れた平成２０年度一般会計予算に
ついて反対いたします。

平成２０年度斑鳩町一般会計予算について

平成２０年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算について

【反　対　意　見】　西　谷　議　員

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　国民健康保険とは、国民皆保険制度のわが国では、

入るところがない、また、勤めを終えて会社の保険か

ら抜けるという方の受け皿的要素の高いものです。そ

の国保会計が年々厳しくなっているのは、被保険者の

せいでしょうか。今回の改正は、後期高齢者医療制度

ができたことに伴い、その支援金分を創設されたもの

ですが、その影響は尋常なものではありません。

　資産割を多くもつ高齢者を制度からはずし、生活す

るのにぎりぎりの一般的な加入者に平均して、２０数パー

セントの値上げとなる反面、限度額を越えるような高

額所得者にはわずか、４．６パーセントの値上げです。

もし、医療分の限度額（現行５６万円）を４７万円に

下げなかったとしても、高額所得者は１８．４６パー

セントの値上げです。もう少し公平に、所得に見合い、

誰もが払える国保税の設定が求められるのではないでしょ

うか。

　国保税は支払い能力を越える税額になってきている

うえに、さらなる値上げとなるものです。多くの方の

悲鳴が聞こえてきそうです。収入の低い層には大打撃

となるこんな大幅値上げの理不尽な会計をとても容認

することはできません。

　本町は、平成１６年１２月、単独行政の道を歩んで
約３年４ヶ月が経過し、その間、本町を取巻く環境は、
依然として厳しく税収入の早急な改善は期待できない
状況にあり、また地方交付税は、引き続き減収となっ
ている。
　このような中、平成２０年度予算は、一般財源の総
額が、引き続き減少する中、職員総数の抑制、町長・
副町長の給与や部課長級の管理職手当の縮減などの内
部努力を行っている。また、ＪＲ法隆寺駅周辺整備では、
駅前南口広場の整備や北口の整備計画路線の整備が進
められている。本格的な少子・高齢化の対策においては、
福祉・保健機能を一体とした総合福祉会館の適切な運
営に備える費用を計上し、また｢地域子育て支援センター｣
を新たに開設し、つどいの広場・子育てサークルの育成・
子育て相談を実施し、地域の子育て支援機能の充実を
図り、子育て中の保護者が安心して子育てができる環
境整備に取り組もうとされている。さらに、｢妊婦一般
健康診査｣では、公費負担回数を１回から５回に大きく
拡大するなど少子化対策に視点を置いた充実したもの
となっている。また、懸案となっている国保財政への
財政支援にも取り組まれ、町民生活の視点にたった予
算を編成されている。

【賛　成　意　見】　飯　�　議　員

【賛　成　意　見】　紀　議　員

　今回の国民健康保険事業の予算編成は、後期高齢者

医療制度の発足に伴い、法令に基づき後期高齢者医療

への支援金分が新たに追加されることになっていますが、

国民健康保険の財政状況をみますと、支援金分の財源

をしっかりと確保することが必要であると考えます。

　国保加入者にとりましては、新たな負担となりますが、

この予算では、その負担の急激な変化を緩和するために、

国保税の医療分、介護分の税率は従来どおりのままとし、

また国民健康保険財政が危機的な状況のなか、国民健

康保険税改定について、国保運営協議会が出された答

申の付帯意見を尊重され、一般会計予算からの繰り入

れによる支援が行われることになっています。

　スムーズに制度運営がなされるよう後期高齢者医療

制度への必要な支援を行い、予算を執行していただき

たいと考えます。

　町においては、引き続き、税収の確保、特定健康診

査等の着実な実施など、よりいっそう国民健康保険の

安定した運営と加入者の健康推進に努力されるとともに、

新しい仕組みによる保険サービスを円滑に提供されま

すことを期待しまして、賛成意見とします。

　３月定例会では、「奈良県立三室病院における産婦人科医師

の確保及び安定した産科医療体制の充実を求める意見書」が

議員提案され、本会議初日に満場一致で可決しました。
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　本定例会での一般質問は、3月6日・7日の両日、6人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　2日間で延べ21人の方が傍聴に来られました。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の 

　
「
別
建
て
診
療
」
は
問
題 

 

里 川 宜 志 子  議員 

公園へ下りる階段

役場に貼られているポスター

 （
問
）
高
齢
者
の
特
性
に
あ
っ
た

医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
、
わ
け

の
わ
か
ら
な
い
謳
い
文
句
で
、
強

硬
に
作
ら
れ
た
こ
の
制
度
の
診
療

報
酬
が
や
っ
と
決
ま
っ
た
。
暦
年

齢
で
七
五
歳
に
な
っ
た
ら
、
「
あ

な
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
に
な
り

ま
す
」
と
言
わ
れ
、
診
療
報
酬
も

別
建
て
に
な
る
と
い
う
の
が
、
納

得
で
き
な
い
と
言
い
続
け
て
き
た

が
、
診
療
報
酬
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
た
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
後
期
高
齢
者

の
診
療
報
酬
は
、
慢
性
疾
患
が
多

く
、
治
療
が
長
期
化
す
る
と
い
う

特
性
に
相
応
し
い
医
療
を
提
供
す

る
と
い
う
観
点
を
重
視
さ
れ
て
い

る
。
特
に
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来
診
療
に
お
い
て
は
、

慢
性
疾
患
の
継
続
的
な
管
理
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
包
括
点
数

に
よ
る
「
後
期
高
齢
者
診
療
料
」

が
導
入
さ
れ
、
退
院
後
の
支
援
、

訪
問
看
護
の
充
実
な
ど
の
、
在
宅

療
養
重
視
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る

も
の
だ
と
考
え
る
。
 

（
問
）
六
五
歳
以
上
、
七
五
歳
未

満
の
障
害
者
の
方
に
は
、
制
度
の

選
択
を
し
て
い
た
だ
く
と
説
明
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
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さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
町
で
障
害
認

定
を
受
け
た
老
人
保
健
制
度
の
対

象
者
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、
４
月
か
ら
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
引
き
続
き
移
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
人
の
選
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が
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則
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

障
害
認
定
申
請
の
撤
回
が
で
き
る
。

町
は
対
象
者
に
、
保
険
料
と
窓
口

負
担
の
説
明
を
行
い
、
十
分
な
理
 

解
の
う
え
に
、
加
入
す
る
制
度
を

選
択
し
て
い
た
だ
く
。
 

 　
三
室
病
院
の
産
科
廃
止
問
題
は
 

 （
問
）
新
聞
報
道
に
あ
っ
た
産
科

で
の
出
産
を
受
け
付
け
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て
も
重
大

な
問
題
で
あ
る
。
昨
年
、
一
昨
年

と
奈
良
県
で
不
幸
な
事
例
が
あ
っ

た
こ
と
で
、
産
科
医
療
は
少
し
ず

つ
で
も
前
進
し
て
い
る
の
か
と
思

っ
て
い
た
の
で
驚
い
て
い
る
。
議

会
と
し
て
も
、
初
日
に
県
へ
の
要

望
を
意
見
書
に
ま
と
め
て
提
出
を

し
た
が
、
町
は
県
に
対
し
て
要
望

を
し
て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
退
職
す
る
医

師
の
後
任
が
決
ま
ら
ず
、
一
時
は

新
聞
報
道
に
あ
っ
た
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
が
、
後
任
医
師
が
決
定
し
、

今
後
も
分
娩
を
受
付
け
る
と
聞
い

て
い
る
。
さ
ら
に
、
体
制
の
充
実

を
求
め
て
い
き
た
い
。
 

 

（
問
）
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

実
施
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税

の
中
に
、
新
た
に
「
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
」
と
い
う
枠
が
設
置
さ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
老
人
保
険

に
払
っ
て
い
た
拠
出
金
が
減
る
の

で
、
そ
の
分
は
医
療
分
を
下
げ
る

こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税

額
を
上
げ
な
く
て
も
対
応
で
き
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
今
回
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る
七

十
五
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
収
入

が
、
一
億
七
千
万
円
減
額
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
老
人
保
健
に
払
っ
て
い
た
分

は
、
実
質
、
一
億
三
千
五
百
万
円

し
か
減
に
な
ら
な
い
の
で
、
持
ち

出
し
の
ほ
う
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
か
ら
の
交
付
金
は
増
え

る
予
定
で
す
が
、
特
定
健
康
診
査

の
費
用
を
三
千
万
円
見
込
ん
で
お

り
、
当
町
で
は
個
人
負
担
を
ゼ
ロ

に
し
て
、
受
診
率
を
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
問
）
今
回
の
国
民
健
康
保
険
税

率
の
改
定
で
は
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
が
ま
る
ま
る
増
税
と
な
っ

て
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

受
け
ら
れ
る
医
療
が
制
限
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
由
に
医
者

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
、
負
担
だ
け
増

え
て
受
け
る
医
療
は
悪
く
な
る
と

い
う
矛
盾
が
起
こ
り
ま
す
。
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
す
立
場
か
ら
、

こ
ん
な
制
度
を
認
め
る
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
国
が
財
政
的
に
も
責

任
を
持
ち
、
国
民
の
命
と
健
康
を

守
る
と
い
う
立
場
を
明
確
に
す
る

よ
う
、
斑
鳩
町
か
ら
も
声
を
上
げ

て
頂
く
こ
と
を
強
く
要
望
い
た
し

ま
す
。
 

  

 　
公
契
約
条
例
の
導
入
を

 （
問
）
近
年
、
違
法
な
派
遣
や
契

約
ま
た
パ
ー
ト
労
働
な
ど
、
労
働

者
が
低
賃
金
で
使
い
捨
て
に
さ
れ

る
深
刻
な
状
況
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
行
政
が
行
な
う
入
札
制
度
を

価
格
だ
け
で
な
く
、
労
働
基
準
な

ど
の
社
会
的
評
価
も
取
り
入
れ
、

契
約
し
た
業
者
に
雇
用
の
ル
ー
ル

を
守
ら
せ
る
公
契
約
条
例
を
制
定

す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

（
総
務
部
長
）
現
段
階
で
は
、
国

の
法
整
備
を
先
に
行
な
う
べ
き
で

あ
り
、
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
 

 

（
問
）
今
後
、
ま
す
ま
す
少
子
高

齢
化
社
会
が
進
行
し
て
い
く
が
、

直
近
の
高
齢
化
率
（
町
人
口
に
対

す
る
六
五
才
以
上
の
割
合
）
と
、

そ
れ
に
伴
う
高
齢
者
に
及
ぼ
す
影

響
と
対
策
を
示
し
て
ほ
し
い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
平
成
二
十
年

二
月
一
日
現
在
で
二
二
．
一
七
％

で
あ
る
。
生
産
労
働
人
口
の
減
少

に
よ
る
税
収
入
の
減
は
、
自
治
体

財
政
を
悪
化
さ
せ
、
高
齢
者
福
祉

等
の
施
策
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
努
力
と
工
夫
を
重
ね
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
小
地
域
福
祉
会
、
民

生
・
児
童
委
員
の
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
「
支
え
あ
う
し
く
み
」
に

よ
り
、
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
。
 

（
問
）
斑
鳩
町
を
貫
通
す
る
国
道

二
五
号
に
は
、
信
号
の
な
い
横
断

歩
道
が
八
箇
所
も
あ
り
、
高
齢
者

が
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
特
に
三
室
交
差
点
と

昭
和
橋
間
が
危
険
で
あ
る
。
早
急

に
対
策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
国
交
省
に
当

該
地
点
の
信
号
の
設
置
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
た
が
、
地
形
等
に
難

点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
こ
と
を
考
慮
し
、
恒
常

的
な
安
全
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
高
齢
者
に

留
意
し
た
交
通
マ
ナ
ー
の
啓
発
も

含
め
て
関
係
機
関
と
協
議
し
、
当

町
の
交
通
安
全
を
強
化
し
た
い
。
 

 　
大
和
川
第
一
緑
地
公
園
へ
の

　
　
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
に
つ
い
て
 

 （
問
）
町
南
西
部
に
所
在
す
る
貴

重
な
緑
地
公
園
と
し
て
、
地
域
の

老
若
男
女
に
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、

堤
防
斜
面
を
直
行
し
て
下
り
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
、
か
な
り
急
な
手
摺

り
の
な
い
三
十
段
も
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
階
段
と
な
っ
て
お
り
、
元
気

な
子
供
達
で
あ
っ
て
も
足
を
踏
み

は
ず
せ
ば
大
変
な
事
故
に
つ
な
が

る
。
高
齢
者
が
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

等
の
道
具
を
持
っ
て
の
昇
降
は
、

き
わ
め
て
危
険
が
伴
い
致
命
的
な

事
故
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
事
故
が

あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
幅
の
狭

い
ス
ロ
ー
プ
で
よ
い
。
昭
和
橋
寄

り
に
も
う
一
本
設
置
が
必
要
と
思

う
。
 

（
町
長
）
国
の
大
和
川
河
川
事
務

所
と
も
話
し
合
い
、
安
全
性
も
考

慮
し
て
対
策
を
講
じ
た
い
。
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　本定例会での一般質問は、3月6日・7日の両日、6人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　2日間で延べ21人の方が傍聴に来られました。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の 

　
「
別
建
て
診
療
」
は
問
題 

 

里 川 宜 志 子  議員 

公園へ下りる階段

役場に貼られているポスター

 （
問
）
高
齢
者
の
特
性
に
あ
っ
た

医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
、
わ
け

の
わ
か
ら
な
い
謳
い
文
句
で
、
強

硬
に
作
ら
れ
た
こ
の
制
度
の
診
療

報
酬
が
や
っ
と
決
ま
っ
た
。
暦
年

齢
で
七
五
歳
に
な
っ
た
ら
、
「
あ

な
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
に
な
り

ま
す
」
と
言
わ
れ
、
診
療
報
酬
も

別
建
て
に
な
る
と
い
う
の
が
、
納

得
で
き
な
い
と
言
い
続
け
て
き
た

が
、
診
療
報
酬
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
た
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
後
期
高
齢
者

の
診
療
報
酬
は
、
慢
性
疾
患
が
多

く
、
治
療
が
長
期
化
す
る
と
い
う

特
性
に
相
応
し
い
医
療
を
提
供
す

る
と
い
う
観
点
を
重
視
さ
れ
て
い

る
。
特
に
外
来
診
療
に
お
い
て
は
、

慢
性
疾
患
の
継
続
的
な
管
理
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
包
括
点
数

に
よ
る
「
後
期
高
齢
者
診
療
料
」

が
導
入
さ
れ
、
退
院
後
の
支
援
、

訪
問
看
護
の
充
実
な
ど
の
、
在
宅

療
養
重
視
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る

も
の
だ
と
考
え
る
。
 

（
問
）
六
五
歳
以
上
、
七
五
歳
未

満
の
障
害
者
の
方
に
は
、
制
度
の

選
択
を
し
て
い
た
だ
く
と
説
明
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
町
で
障
害
認

定
を
受
け
た
老
人
保
健
制
度
の
対

象
者
は
、
４
月
か
ら
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
引
き
続
き
移
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
人
の
選

択
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

障
害
認
定
申
請
の
撤
回
が
で
き
る
。

町
は
対
象
者
に
、
保
険
料
と
窓
口

負
担
の
説
明
を
行
い
、
十
分
な
理
 

解
の
う
え
に
、
加
入
す
る
制
度
を

選
択
し
て
い
た
だ
く
。
 

 　
三
室
病
院
の
産
科
廃
止
問
題
は
 

 （
問
）
新
聞
報
道
に
あ
っ
た
産
科

で
の
出
産
を
受
け
付
け
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て
も
重
大

な
問
題
で
あ
る
。
昨
年
、
一
昨
年

と
奈
良
県
で
不
幸
な
事
例
が
あ
っ

た
こ
と
で
、
産
科
医
療
は
少
し
ず

つ
で
も
前
進
し
て
い
る
の
か
と
思

っ
て
い
た
の
で
驚
い
て
い
る
。
議

会
と
し
て
も
、
初
日
に
県
へ
の
要

望
を
意
見
書
に
ま
と
め
て
提
出
を

し
た
が
、
町
は
県
に
対
し
て
要
望

を
し
て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
退
職
す
る
医

師
の
後
任
が
決
ま
ら
ず
、
一
時
は

新
聞
報
道
に
あ
っ
た
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
が
、
後
任
医
師
が
決
定
し
、

今
後
も
分
娩
を
受
付
け
る
と
聞
い

て
い
る
。
さ
ら
に
、
体
制
の
充
実

を
求
め
て
い
き
た
い
。
 

 

（
問
）
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

実
施
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税

の
中
に
、
新
た
に
「
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
」
と
い
う
枠
が
設
置
さ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
老
人
保
険

に
払
っ
て
い
た
拠
出
金
が
減
る
の

で
、
そ
の
分
は
医
療
分
を
下
げ
る

こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税

額
を
上
げ
な
く
て
も
対
応
で
き
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
今
回
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る
七

十
五
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
収
入

が
、
一
億
七
千
万
円
減
額
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
老
人
保
健
に
払
っ
て
い
た
分

は
、
実
質
、
一
億
三
千
五
百
万
円

し
か
減
に
な
ら
な
い
の
で
、
持
ち

出
し
の
ほ
う
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
か
ら
の
交
付
金
は
増
え

る
予
定
で
す
が
、
特
定
健
康
診
査

の
費
用
を
三
千
万
円
見
込
ん
で
お

り
、
当
町
で
は
個
人
負
担
を
ゼ
ロ

に
し
て
、
受
診
率
を
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
問
）
今
回
の
国
民
健
康
保
険
税

率
の
改
定
で
は
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
が
ま
る
ま
る
増
税
と
な
っ

て
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

受
け
ら
れ
る
医
療
が
制
限
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
由
に
医
者

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
、
負
担
だ
け
増

え
て
受
け
る
医
療
は
悪
く
な
る
と

い
う
矛
盾
が
起
こ
り
ま
す
。
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
す
立
場
か
ら
、

こ
ん
な
制
度
を
認
め
る
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
国
が
財
政
的
に
も
責

任
を
持
ち
、
国
民
の
命
と
健
康
を

守
る
と
い
う
立
場
を
明
確
に
す
る

よ
う
、
斑
鳩
町
か
ら
も
声
を
上
げ

て
頂
く
こ
と
を
強
く
要
望
い
た
し

ま
す
。
 

  

 　
公
契
約
条
例
の
導
入
を

 （
問
）
近
年
、
違
法
な
派
遣
や
契

約
ま
た
パ
ー
ト
労
働
な
ど
、
労
働

者
が
低
賃
金
で
使
い
捨
て
に
さ
れ

る
深
刻
な
状
況
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
行
政
が
行
な
う
入
札
制
度
を

価
格
だ
け
で
な
く
、
労
働
基
準
な

ど
の
社
会
的
評
価
も
取
り
入
れ
、

契
約
し
た
業
者
に
雇
用
の
ル
ー
ル

を
守
ら
せ
る
公
契
約
条
例
を
制
定

す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

（
総
務
部
長
）
現
段
階
で
は
、
国

の
法
整
備
を
先
に
行
な
う
べ
き
で

あ
り
、
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
 

 

（
問
）
今
後
、
ま
す
ま
す
少
子
高

齢
化
社
会
が
進
行
し
て
い
く
が
、

直
近
の
高
齢
化
率
（
町
人
口
に
対

す
る
六
五
才
以
上
の
割
合
）
と
、

そ
れ
に
伴
う
高
齢
者
に
及
ぼ
す
影

響
と
対
策
を
示
し
て
ほ
し
い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
平
成
二
十
年

二
月
一
日
現
在
で
二
二
．
一
七
％

で
あ
る
。
生
産
労
働
人
口
の
減
少

に
よ
る
税
収
入
の
減
は
、
自
治
体

財
政
を
悪
化
さ
せ
、
高
齢
者
福
祉

等
の
施
策
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
努
力
と
工
夫
を
重
ね
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
小
地
域
福
祉
会
、
民

生
・
児
童
委
員
の
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
「
支
え
あ
う
し
く
み
」
に

よ
り
、
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
。
 

（
問
）
斑
鳩
町
を
貫
通
す
る
国
道

二
五
号
に
は
、
信
号
の
な
い
横
断

歩
道
が
八
箇
所
も
あ
り
、
高
齢
者

が
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
特
に
三
室
交
差
点
と

昭
和
橋
間
が
危
険
で
あ
る
。
早
急

に
対
策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
国
交
省
に
当

該
地
点
の
信
号
の
設
置
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
た
が
、
地
形
等
に
難

点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
こ
と
を
考
慮
し
、
恒
常

的
な
安
全
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
高
齢
者
に

留
意
し
た
交
通
マ
ナ
ー
の
啓
発
も

含
め
て
関
係
機
関
と
協
議
し
、
当

町
の
交
通
安
全
を
強
化
し
た
い
。
 

 　
大
和
川
第
一
緑
地
公
園
へ
の

　
　
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
に
つ
い
て
 

 （
問
）
町
南
西
部
に
所
在
す
る
貴

重
な
緑
地
公
園
と
し
て
、
地
域
の

老
若
男
女
に
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、

堤
防
斜
面
を
直
行
し
て
下
り
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
、
か
な
り
急
な
手
摺

り
の
な
い
三
十
段
も
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
階
段
と
な
っ
て
お
り
、
元
気

な
子
供
達
で
あ
っ
て
も
足
を
踏
み

は
ず
せ
ば
大
変
な
事
故
に
つ
な
が

る
。
高
齢
者
が
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

等
の
道
具
を
持
っ
て
の
昇
降
は
、

き
わ
め
て
危
険
が
伴
い
致
命
的
な

事
故
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
事
故
が

あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
幅
の
狭

い
ス
ロ
ー
プ
で
よ
い
。
昭
和
橋
寄

り
に
も
う
一
本
設
置
が
必
要
と
思

う
。
 

（
町
長
）
国
の
大
和
川
河
川
事
務

所
と
も
話
し
合
い
、
安
全
性
も
考

慮
し
て
対
策
を
講
じ
た
い
。
 

 

町立図書館の 
　　　祝日閉館について 
 

負担は増えるのに診療が 
　  制限されるのはおかしい 
 

木　澤　正　男  議員 

高齢化社会に 
　   どう対応していくか 
 
 

吉　野　俊　明  議員 

�����

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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町道整備について 
 

浦　野　圭　司  議員 

 『
総
合
評
価
落
札
方
式
』の
導
入 

　
　
で„
入
札
制
度
の
改
革
“を 
 

飯　�　昭　二  議員 

町長が交付する 
　　　補助金の現状 
 

西　谷　剛　周  議員 

（
問
）
町
長
が
交
付
す
る
補
助
金

等
に
つ
い
て
、
年
間
幾
つ
の
団
体

に
総
額
幾
ら
の
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
の
か
。
 

（
総
務
部
長
）
平
成
二
十
年
予
算

で
六
十
二
団
体
、
総
額
一
億
三
十

一
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

（
問
）
そ
の
内
で
交
付
額
が
一
千

万
円
を
越
え
る
団
体
は
ど
こ
か
。
 

（
総
務
部
長
）
文
化
振
興
財
団
千

四
百
五
十
九
万
七
千
円
、
社
会
福

祉
協
議
会
三
千
九
百
万
円
、
商
工

会
千
百
六
十
万
円
、
観
光
協
会
千

五
十
二
万
七
千
円
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
千
二
十
一
万
円
の
五

団
体
で
す
。
 

（
問
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
は
毎
年
一
千
万
円
以
上
の
補
助

金
を
出
し
た
う
え
、
小
吉
田
地
区

に
あ
る
町
有
地
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
を
建
設
し
て

い
る
が
、
町
有
地
の
処
分
は
斑
鳩

町
財
産
規
則
に
基
づ
き
適
正
に
し

て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
土
地
は
町
有

地
を
無
償
貸
与
、
建
築
費
は
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
奨
励
金
と
い
う
補
助
金

を
充
当
し
、
町
が
建
設
し
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
無
償
貸
与

し
ま
す
。
 

（
問
）
土
地
を
無
償
で
使
わ
せ
、

建
築
費
も
町
が
補
助
金
を
活
用
し
、

建
て
て
無
償
で
貸
す
。
財
政
難
の

中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
は
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
行
政
だ

と
思
う
が
、
現
在
の
斑
鳩
町
の
財

政
状
況
を
考
え
る
と
、
財
政
再
建

す
る
た
め
に
毎
年
の
補
助
金
は
削

減
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
国
の
補
助
金

九
百
五
十
万
円
と
同
額
を
今
後
も

交
付
し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
財
政
難
と
い
う
理
由
で
、

私
が
副
代
表
を
努
め
る
斑
鳩
吟
社

の
法
隆
寺
子
規
忌
俳
句
会
（
九
十

二
年
の
歴
史
が
あ
り
、
日
本
三
大

子
規
忌
の
一
つ
）
の
助
成
金
２
万

円
が
打
ち
切
ら
れ
た
が
、
補
助
金
・

助
成
金
を
廃
止
し
た
団
体
は
他
に

あ
る
の
か
。
 

（
総
務
部
長
）
軍
恩
会
で
す
。
 

（
問
）
町
民
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
、
納
得
い
か
な
い
受
益
者

負
担
を
課
せ
な
い
為
に
も
、
町
長

は
公
費
の
ば
ら
撒
き
で
は
な
く
、

財
政
再
建
の
為
に
補
助
金
等
を
見

直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。
 

（
町
長
）
財
政
の
関
係
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
補
助
金
の

カ
ッ
ト
を
し
て
い
く
の
が
ベ
タ
ー

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
将
来
的

に
は
補
助
金
を
な
し
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
 

 

（
問
）
公
共
工
事
を
め
ぐ
り
、
談

合
事
件
で
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
全

国
的
に
地
方
自
治
体
で
不
祥
事
が

相
次
ぎ
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
公
共
工

事
の
談
合
と
低
入
札
防
止
、
工
事

品
質
の
観
点
か
ら
、
価
格
に
加
え

て
技
術
提
案
の
優
劣
を
総
合
的
に

評
価
し
、
最
も
高
い
者
を
落
札
者

と
す
る
『
総
合
評
価
落
札
方
式
』

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
方
式
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

（
総
務
部
長
）
一
、
価
格
と
品
質

が
総
合
的
に
優
れ
た
調
達
に
よ
り
、

優
良
な
社
会
資
本
整
備
が
で
き
ま

す
。
二
、
必
要
な
技
術
能
力
を
有

す
る
建
設
業
者
の
み
競
争
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

の
防
止
、
不
良
・
不
適
格
業
者
の

排
除
が
で
き
ま
す
。
三
、
価
格
と

品
質
の
二
つ
の
基
準
で
業
者
を
選

定
す
る
こ
と
か
ら
談
合
防
止
に
一

定
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
地

域
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
と
建

設
業
界
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
総
合
評
価
落
札
方
式
の
導

入
に
つ
い
て
の
町
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。
 

（
総
務
部
長
）
総
合
的
に
価
値
を

高
め
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
工
事

に
つ
き
、
総
合
評
価
落
札
方
式
の

試
行
導
入
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
 

 　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
公
費
助
成
に
つ
い
て
 

 （
問
）
最
近
、
高
齢
者
の
肺
炎
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
多

く
は
、
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
く
、

重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
高
齢
者

の
死
因
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

肺
炎
に
か
か
っ
た
人
の
半
数
近
く

は
、
そ
の
原
因
菌
は
肺
炎
球
菌
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク

チ
ン
へ
の
保
険
適
用
は
な
く
、
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
厚
生
労
働
省

の
予
防
接
種
に
関
す
る
検
討
会
に

お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
肺
炎

発
症
の
阻
止
効
果
に
つ
い
て
検
討

中
で
す
。
ま
た
、
公
費
負
担
の
効

果
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
医
療
抑
制
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
し
て
お
き
ま
す
。
 

 　
そ
の
他
の
質
問
 

※
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
 

※
総
合
的
な
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
対
 

策
に
つ
い
て
 

 

（
問
）
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
地
域
で

接
面
道
路
が
建
築
基
準
法
上
の
道

路
に
な
っ
て
い
な
い
地
域
の
道
路

整
備
を
優
先
的
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
高
塚
町
の
道
路
整
備

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
道
路
所
有
者

の
中
で
県
外
在
住
の
方
が
お
り
、

無
償
提
供
し
て
頂
け
る
よ
う
交
渉

し
て
い
る
。
道
路
敷
地
整
理
が
完

了
し
た
時
点
で
町
道
認
定
し
て
い

く
。
 

（
問
）
他
の
未
整
備
地
域
に
つ
い

て
も
、
所
有
権
の
整
理
を
進
め
て

頂
く
よ
う
要
望
し
て
お
く
。
 

 　
防
火
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
で
火

災
が
発
生
し
尊
い
命
が
失
わ
れ
た

が
、
原
因
は
消
火
栓
の
水
圧
に
あ
っ

た
の
か
。
又
、
他
の
地
域
で
水
圧

に
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の

か
。
 

（
総
務
部
長
）
火
災
の
規
模
か
ら

消
火
栓
の
み
に
よ
る
消
火
に
は
限

界
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
地
元
要

望
に
よ
り
防
火
水
槽
設
置
の
予
算

を
計
上
し
た
。
水
圧
に
問
題
あ
る

地
域
は
他
に
な
い
。
 

 　
竜
田
川
公
園
の
安
全
に
つ
い
て
 

 （
問
）
紅
葉
橋
の
歩
道
タ
イ
ル
が

剥
が
れ
て
お
り
歩
行
に
危
険
で
あ

る
。
又
、
橋
東
詰
め
ス
ロ
ー
プ
が

急
す
ぎ
て
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
が
、
改
善
策
は
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。
　
　
 

（
都
市
建
設
部
長
）
橋
の
タ
イ
ル

に
つ
い
て
は
、
県
土
木
に
お
い
て

今
年
度
改
善
し
て
頂
く
。
ス
ロ
ー

プ
改
善
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。
 

  

 　
学
校
給
食
の
安
全
に
つ
い
て
 

 （
問
）
給
食
費
の
値
上
げ
は
。
 

（
教
育
長
）
栄
養
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
を
確
保
し
な
が
ら
給
食
費
の
値

上
げ
は
お
さ
え
て
い
る
。
 

（
問
）
食
材
で
中
国
食
品
の
使
用

は
。
 

（
教
育
長
）
加
工
品
に
至
る
ま
で

中
国
産
食
材
は
納
入
を
中
止
し
て

い
る
。
 

（
問
）
食
材
の
安
全
供
給
策
は
。
 

（
教
育
長
）
で
き
る
限
り
国
産
品

を
選
び
、
鮮
度
・
栄
養
価
も
検
査

し
、
良
質
な
も
の
を
安
定
的
に
供

給
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
 

 

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

１０
日（
火
）

１１
日（
水
）

１３
日（
金
）

１６
日（
月
）

１７
日（
火
）

１８
日（
水
）

２３
日（
月
）

本
会
議
初
日

（
提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。
 

　
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
 

　
な
お
、開
会
時
間
は
本
会
議
、

委
員
会
と
も
午
前
九
時
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
が（
広
報
発
行

常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）、

一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
議
会
事

務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 3
日（
火
）

9
日（
月
） 

六
月
定
例
議
会
の
予
定

六
月
定
例
議
会
の
予
定 
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町道整備について 
 

浦　野　圭　司  議員 

 『
総
合
評
価
落
札
方
式
』の
導
入 

　
　
で„
入
札
制
度
の
改
革
“を 

 

飯　�　昭　二  議員 

町長が交付する 
　　　補助金の現状 
 

西　谷　剛　周  議員 

（
問
）
町
長
が
交
付
す
る
補
助
金

等
に
つ
い
て
、
年
間
幾
つ
の
団
体

に
総
額
幾
ら
の
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
の
か
。
 

（
総
務
部
長
）
平
成
二
十
年
予
算

で
六
十
二
団
体
、
総
額
一
億
三
十

一
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

（
問
）
そ
の
内
で
交
付
額
が
一
千

万
円
を
越
え
る
団
体
は
ど
こ
か
。
 

（
総
務
部
長
）
文
化
振
興
財
団
千

四
百
五
十
九
万
七
千
円
、
社
会
福

祉
協
議
会
三
千
九
百
万
円
、
商
工

会
千
百
六
十
万
円
、
観
光
協
会
千

五
十
二
万
七
千
円
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
千
二
十
一
万
円
の
五

団
体
で
す
。
 

（
問
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
は
毎
年
一
千
万
円
以
上
の
補
助

金
を
出
し
た
う
え
、
小
吉
田
地
区

に
あ
る
町
有
地
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
を
建
設
し
て

い
る
が
、
町
有
地
の
処
分
は
斑
鳩

町
財
産
規
則
に
基
づ
き
適
正
に
し

て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
土
地
は
町
有

地
を
無
償
貸
与
、
建
築
費
は
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
奨
励
金
と
い
う
補
助
金

を
充
当
し
、
町
が
建
設
し
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
無
償
貸
与

し
ま
す
。
 

（
問
）
土
地
を
無
償
で
使
わ
せ
、

建
築
費
も
町
が
補
助
金
を
活
用
し
、

建
て
て
無
償
で
貸
す
。
財
政
難
の

中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
は
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
行
政
だ

と
思
う
が
、
現
在
の
斑
鳩
町
の
財

政
状
況
を
考
え
る
と
、
財
政
再
建

す
る
た
め
に
毎
年
の
補
助
金
は
削

減
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
国
の
補
助
金

九
百
五
十
万
円
と
同
額
を
今
後
も

交
付
し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
財
政
難
と
い
う
理
由
で
、

私
が
副
代
表
を
努
め
る
斑
鳩
吟
社

の
法
隆
寺
子
規
忌
俳
句
会
（
九
十

二
年
の
歴
史
が
あ
り
、
日
本
三
大

子
規
忌
の
一
つ
）
の
助
成
金
２
万

円
が
打
ち
切
ら
れ
た
が
、
補
助
金
・

助
成
金
を
廃
止
し
た
団
体
は
他
に

あ
る
の
か
。
 

（
総
務
部
長
）
軍
恩
会
で
す
。
 

（
問
）
町
民
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
、
納
得
い
か
な
い
受
益
者

負
担
を
課
せ
な
い
為
に
も
、
町
長

は
公
費
の
ば
ら
撒
き
で
は
な
く
、

財
政
再
建
の
為
に
補
助
金
等
を
見

直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。
 

（
町
長
）
財
政
の
関
係
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
補
助
金
の

カ
ッ
ト
を
し
て
い
く
の
が
ベ
タ
ー

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
将
来
的

に
は
補
助
金
を
な
し
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
 

 

（
問
）
公
共
工
事
を
め
ぐ
り
、
談

合
事
件
で
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
全

国
的
に
地
方
自
治
体
で
不
祥
事
が

相
次
ぎ
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
公
共
工

事
の
談
合
と
低
入
札
防
止
、
工
事

品
質
の
観
点
か
ら
、
価
格
に
加
え

て
技
術
提
案
の
優
劣
を
総
合
的
に

評
価
し
、
最
も
高
い
者
を
落
札
者

と
す
る
『
総
合
評
価
落
札
方
式
』

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
方
式
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

（
総
務
部
長
）
一
、
価
格
と
品
質

が
総
合
的
に
優
れ
た
調
達
に
よ
り
、

優
良
な
社
会
資
本
整
備
が
で
き
ま

す
。
二
、
必
要
な
技
術
能
力
を
有

す
る
建
設
業
者
の
み
競
争
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

の
防
止
、
不
良
・
不
適
格
業
者
の

排
除
が
で
き
ま
す
。
三
、
価
格
と

品
質
の
二
つ
の
基
準
で
業
者
を
選

定
す
る
こ
と
か
ら
談
合
防
止
に
一

定
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
地

域
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
と
建

設
業
界
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
総
合
評
価
落
札
方
式
の
導

入
に
つ
い
て
の
町
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。
 

（
総
務
部
長
）
総
合
的
に
価
値
を

高
め
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
工
事

に
つ
き
、
総
合
評
価
落
札
方
式
の

試
行
導
入
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
 

 　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
公
費
助
成
に
つ
い
て
 

 （
問
）
最
近
、
高
齢
者
の
肺
炎
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
多

く
は
、
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
く
、

重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
高
齢
者

の
死
因
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

肺
炎
に
か
か
っ
た
人
の
半
数
近
く

は
、
そ
の
原
因
菌
は
肺
炎
球
菌
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク

チ
ン
へ
の
保
険
適
用
は
な
く
、
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
厚
生
労
働
省

の
予
防
接
種
に
関
す
る
検
討
会
に

お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
肺
炎

発
症
の
阻
止
効
果
に
つ
い
て
検
討

中
で
す
。
ま
た
、
公
費
負
担
の
効

果
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
医
療
抑
制
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
し
て
お
き
ま
す
。
 

 　
そ
の
他
の
質
問
 

※
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
 

※
総
合
的
な
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
対
 

策
に
つ
い
て
 

 

（
問
）
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
地
域
で

接
面
道
路
が
建
築
基
準
法
上
の
道

路
に
な
っ
て
い
な
い
地
域
の
道
路

整
備
を
優
先
的
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
高
塚
町
の
道
路
整
備

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
道
路
所
有
者

の
中
で
県
外
在
住
の
方
が
お
り
、

無
償
提
供
し
て
頂
け
る
よ
う
交
渉

し
て
い
る
。
道
路
敷
地
整
理
が
完

了
し
た
時
点
で
町
道
認
定
し
て
い

く
。
 

（
問
）
他
の
未
整
備
地
域
に
つ
い

て
も
、
所
有
権
の
整
理
を
進
め
て

頂
く
よ
う
要
望
し
て
お
く
。
 

 　
防
火
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
で
火

災
が
発
生
し
尊
い
命
が
失
わ
れ
た

が
、
原
因
は
消
火
栓
の
水
圧
に
あ
っ

た
の
か
。
又
、
他
の
地
域
で
水
圧

に
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の

か
。
 

（
総
務
部
長
）
火
災
の
規
模
か
ら

消
火
栓
の
み
に
よ
る
消
火
に
は
限

界
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
地
元
要

望
に
よ
り
防
火
水
槽
設
置
の
予
算

を
計
上
し
た
。
水
圧
に
問
題
あ
る

地
域
は
他
に
な
い
。
 

 　
竜
田
川
公
園
の
安
全
に
つ
い
て
 

 （
問
）
紅
葉
橋
の
歩
道
タ
イ
ル
が

剥
が
れ
て
お
り
歩
行
に
危
険
で
あ

る
。
又
、
橋
東
詰
め
ス
ロ
ー
プ
が

急
す
ぎ
て
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
が
、
改
善
策
は
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。
　
　
 

（
都
市
建
設
部
長
）
橋
の
タ
イ
ル

に
つ
い
て
は
、
県
土
木
に
お
い
て

今
年
度
改
善
し
て
頂
く
。
ス
ロ
ー

プ
改
善
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。
 

  

 　
学
校
給
食
の
安
全
に
つ
い
て
 

 （
問
）
給
食
費
の
値
上
げ
は
。
 

（
教
育
長
）
栄
養
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
を
確
保
し
な
が
ら
給
食
費
の
値

上
げ
は
お
さ
え
て
い
る
。
 

（
問
）
食
材
で
中
国
食
品
の
使
用

は
。
 

（
教
育
長
）
加
工
品
に
至
る
ま
で

中
国
産
食
材
は
納
入
を
中
止
し
て

い
る
。
 

（
問
）
食
材
の
安
全
供
給
策
は
。
 

（
教
育
長
）
で
き
る
限
り
国
産
品

を
選
び
、
鮮
度
・
栄
養
価
も
検
査

し
、
良
質
な
も
の
を
安
定
的
に
供

給
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
 

 

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

１０
日（
火
）

１１
日（
水
）

１３
日（
金
）

１６
日（
月
）

１７
日（
火
）

１８
日（
水
）

２３
日（
月
）

本
会
議
初
日

（
提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。
 

　
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
 

　
な
お
、開
会
時
間
は
本
会
議
、

委
員
会
と
も
午
前
九
時
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
が（
広
報
発
行

常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）、

一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
議
会
事

務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 3
日（
火
）

9
日（
月
） 

六
月
定
例
議
会
の
予
定

六
月
定
例
議
会
の
予
定 
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総 
務
常
任
委
員
会 

　
閉
会
中
の
二
月
十
九
日
、
定
例
会
開
会
中
の
三
月
十
八
日
に
総
務
常

任
委
員
会
を
開
会
し
、
本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
三
議
案
、
継

続
審
査
案
件
及
び
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
付
託
議
案

に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
議
案
も
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

厚 生常任委員会 
　本会議から付託を受けた事案と継続審査

案件などの審査を行うため、3月17日（月）

全委員出席のもと、委員会を開催しました。

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

１
）
議
案
第
三
号
　
斑
鳩
町
行
政

組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
平
成

二
十
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
住
民
生
活
部
に

後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
分
掌
を

追
加
す
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

２
）
議
案
第
五
号
　
斑
鳩
町
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
　 

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に
関
す

る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
「
育

児
短
時
間
勤
務
」
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
育
児
短
時
間

勤
務
を
承
認
さ
れ
た
職
員
の
勤
務

時
間
、
週
休
等
の
規
定
を
設
け
る

こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。 

３
）
議
案
第
六
号
　
斑
鳩
町
職
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
「
育
児
短
時
間
勤
務
」
制
度
導

入
に
伴
う
運
用
上
の
所
要
の
改
正
、

及
び
育
児
休
業
を
し
た
職
員
の
職

場
復
帰
の
号
級
調
整
を
百
分
の
五

十
か
ら
百
分
の
百
以
下
の
換
算
率

と
す
る
こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。 

 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て 

 

（
一
）
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的

史
跡
等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
整
備
状
況
、

及
び
（
仮
称
）
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
用
地
の
現
地
調
査
を
行
う
中

で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
整
備
は
三

月
末
で
完
了
し
、
五
月
二
日
午
前

よ
り
竣
工
式
典
を
行
い
、
午
後
か

ら
斑
鳩
町
民
を
対
象
に
石
室
の
先

行
公
開
、
五
月
三
日
か
ら
五
月
六

日
ま
で
は
一
般
公
開
を
行
う
。 

　
次
に
、
史
跡
中
宮
寺
跡
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
か

ら
の
発
掘
調
査
に
向
け
て
地
形
測

量
業
務
を
行
っ
て
い
る
。 

　
次
に
、
安
田
家
古
文
書
調
査
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
で
調
査
を
終

え
る
が
最
終
的
に
調
査
総
数
約
六

千
百
点
と
な
る
。
古
文
書
の
特
色

と
し
て
は
、
安
田
家
の
当
主
が
法

隆
寺
村
の
庄
屋
を
勤
め
、
ま
た
幕

府
領
の
総
代
を
務
め
て
い
た
関
係

の
書
類
、
法
隆
寺
の
ご
開
帳
や
聖

徳
太
子
千
二
百
年
忌
に
関
す
る
記

録
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
に
関
し
て

記
さ
れ
た
文
書
、
ま
た
、
今
年
度

の
調
査
結
果
で
は
、
大
工
棟
梁
と

し
て
の
安
田
家
の
活
動
に
関
し
て

の
資
料
と
し
て
、
京
都
御
所
や
二

条
城
を
始
め
、
京
都
や
大
和
の
寺

社
の
建
築
に
関
す
る
文
書
や
絵
図
、

そ
し
て
西
里
出
身
の
中
井
正
清
二

百
五
十
回
忌
に
関
す
る
資
料
、
法

隆
寺
村
や
並
松
の
絵
図
な
ど
が
あ

り
平
成
二
十
年
度
に
調
査
報
告
書

を
作
成
す
る
。 

                 

　
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て

  

　
各
課
か
ら
の
報
告
事
項
と
し
て
、

平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
十
一
号
）
に
つ
い

て
、
行
政
組
織
規
則
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
つ
い

て
、
公
民
館
教
室
の
受
講
料
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
行
政
組
織
規
則
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
少
子
高
齢
社
会
が
進
む

中
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ

り
行
政
需
要
が
多
岐
に
わ
た
る
状

況
の
中
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
行

い
、
限
ら
れ
た
職
員
を
よ
り
効
果

的
に
配
置
を
行
う
た
め
、
新
た
に
、

住
民
生
活
部
に
健
康
対
策
課
を
新

設
し
、
現
行
の
健
康
推
進
課
の
名

称
を
国
保
医
療
課
に
変
更
、
ま
た

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
は
か
る
た
め

四
十
六
係
を
三
十
七
係
に
改
変
す

る
。 

　
公
民
館
教
室
の
受
講
料
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
受
益

者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
か

ら
、
一
回
三
百
円
を
徴
収
す
る
。 

　
　
　
　
　
（
中
西
委
員
長
記
） 

 

付
託
を
受
け
た
十
議
案
は

　
　
　
　
　
　
す
べ
て
可
決

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
た
め
の
条
例
と
、
そ
れ

に
伴
い
変
更
と
な
る
関
係
し
た
条

例
な
ど
の
改
正
。
国
民
健
康
保
険

税
の
改
定
。
法
隆
寺
駅
南
口
の
町

営
駐
輪
場
の
廃
止
。
現
在
、
建
設

中
の
総
合
保
健
福
祉
会
館
条
例
の

設
置
。
介
護
保
険
の
保
険
料
の
特

例
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
な
ど
、

本
会
議
よ
り
、
十
議
案
の
付
託
を

受
け
ま
し
た
。 

　
斑
鳩
町
総
合
保
健
福
祉
会
館
条

例
で
は
、 

（
問
）
料
金
表
に
調
理
実
習
室
が

な
い
が
、
貸
館
は
し
な
い
の
か
。

（
答
）
こ
れ
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー

の
調
理
室
は
一
般
に
お
貸
し
し
て

い
な
い
。
中
央
・
西
・
東
の
公
民

館
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
も
保
健
指
導
な
ど
の
事
業
で

使
用
す
る
考
え
方
を
し
て
い
る
。 

（
問
）
こ
の
条
例
の
付
則
で
、
福

祉
会
館
設
置
条
例
と
保
健
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
廃
止
が
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
建
物
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
。 

（
答
）
福
祉
会
館
は
、
生
涯
学
習

課
が
中
央
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
、

発
掘
に
伴
う
遺
物
の
整
理
や
保
存

に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
分
庁
舎
と
し

て
、
会
議
室
や
税
務
相
談
室
な
ど

に
利
用
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
審
査
を
行
い
、
す
べ

て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

 

　
総
合
保
健
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
の
現
地
調
査

 

　
継
続
審
査
案
件
と
な
っ
て
い
る

総
合
保
健
福
祉
会
館
の
整
備
・
運

営
に
関
し
て
、
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。 

（
問
）
自
家
発
電
の
設
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
照
明
は

自
家
発
電
で
対
応
で
き
る
。 

（
問
）
車
椅
子
を
必
要
と
さ
れ
る

人
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。 

           

（
答
）
現
在
あ
る
も
の
を
利
用
し 

て
、
二
カ
所
の
入
り
口
付
近
に
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。 

（
問
）
歩
行
浴
室
の
深
さ
は
七
十

セ
ン
チ
と
い
わ
れ
た
が
、
腰
ま
で

浸
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

（
答
）
百
十
セ
ン
チ
あ
る
。 

な
ど
の
質
疑
を
し
、
建
物
完
成
後

に
、
再
度
現
地
調
査
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

 

　
ご
み
収
集
業
務
の

　
　
　
　
一
部
委
託
に
つ
い
て

 

　
公
共
下
水
道
接
続
に
よ
る
経
営

状
況
悪
化
に
伴
い
、
清
水
環
境
開

発
に
ゴ
ミ
収
集
の
一
部
、
臨
時
職

員
で
対
応
し
て
い
た
部
分
を
委
託

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
し
尿
収
集
件
数
・
委
託
料
、
浄

化
槽
汚
泥
処
理
状
況
の
推
移
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

1
公
共
下
水
道
整
備
に
か
か
わ
る

合
理
化
特
別
措
置
法
の
効
力
・
計

画
の
策
定
・
知
事
の
許
可
2
業
者

は
一
年
契
約
の
許
可
だ
が
ず
っ
と

一
社
の
み
の
随
契
と
な
っ
て
い
る

こ
と
3
な
ぜ
、
今
ま
で
や
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
今
や
る
の
か
4

業
者
の
営
業
が
成
り
立
た
ず
、
廃

業
す
る
と
き
の
補
償
は
ど
う
か
5

今
、
業
者
が
手
を
引
い
た
場
合
ど

う
な
る
の
か
等
々
、
多
数
の
質
疑

意
見
が
あ
り
、
町
の
見
解
は
、 

　
現
在
、
代
替
え
業
務
で
可
能
な

状
況
か
ら
、
合
理
化
計
画
は
策
定

し
て
い
な
い
が
、
業
者
が
廃
業
と

な
れ
ば
、
補
償
金
も
必
要
と
な
る
。

公
共
下
水
の
普
及
率
も
ま
だ
低
い

が
、
今
後
は
計
画
の
策
定
は
必
要

と
な
る
。
業
者
が
廃
業
し
、
町
が

直
営
で
業
務
を
や
る
の
は
、
不
可

能
に
近
い
。
合
特
法
の
対
象
業
者

二
社
の
う
ち
、
一
社
か
ら
の
要
望

に
よ
り
、
代
替
え
業
務
と
し
た
が
、 

今
後
も
業
者
と
話
し
合
い
を
し
て
、

他
の
市
町
村
の
困
難
な
状
況
も
踏

ま
え
て
、
慎
重
に
合
理
化
計
画
を

進
め
て
行
く
。 

 

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
に
つ
い
て 

 

　
国
が
定
め
る
基
本
指
針
に
基
づ

く
、
五
年
間
の
計
画
で
、
健
康
に

関
す
る
課
題
、
特
定
健
康
診
査
の

目
標
、
実
施
率
の
高
低
に
よ
る
ペ

ナ
ル
テ
ィ
な
ど
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
奈
良
県
医
師
会
と
の
提
携
に
よ

り
、
町
外
の
医
療
機
関
の
利
用
も

可
能
で
あ
る
こ
と
。
国
の
指
針
ど

お
り
の
達
成
は
、
大
変
厳
し
い
こ

と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 

 

整備が完了した藤ノ木古墳
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総 
務
常
任
委
員
会 

　
閉
会
中
の
二
月
十
九
日
、
定
例
会
開
会
中
の
三
月
十
八
日
に
総
務
常

任
委
員
会
を
開
会
し
、
本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
三
議
案
、
継

続
審
査
案
件
及
び
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
付
託
議
案

に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
議
案
も
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

厚 生常任委員会 
　本会議から付託を受けた事案と継続審査

案件などの審査を行うため、3月17日（月）

全委員出席のもと、委員会を開催しました。

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

１
）
議
案
第
三
号
　
斑
鳩
町
行
政

組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
平
成

二
十
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
住
民
生
活
部
に

後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
分
掌
を

追
加
す
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

２
）
議
案
第
五
号
　
斑
鳩
町
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
　 

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に
関
す

る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
「
育

児
短
時
間
勤
務
」
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
育
児
短
時
間

勤
務
を
承
認
さ
れ
た
職
員
の
勤
務

時
間
、
週
休
等
の
規
定
を
設
け
る

こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。 

３
）
議
案
第
六
号
　
斑
鳩
町
職
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
「
育
児
短
時
間
勤
務
」
制
度
導

入
に
伴
う
運
用
上
の
所
要
の
改
正
、

及
び
育
児
休
業
を
し
た
職
員
の
職

場
復
帰
の
号
級
調
整
を
百
分
の
五

十
か
ら
百
分
の
百
以
下
の
換
算
率

と
す
る
こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。 

 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て 

 

（
一
）
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的

史
跡
等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
整
備
状
況
、

及
び
（
仮
称
）
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
用
地
の
現
地
調
査
を
行
う
中

で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
整
備
は
三

月
末
で
完
了
し
、
五
月
二
日
午
前

よ
り
竣
工
式
典
を
行
い
、
午
後
か

ら
斑
鳩
町
民
を
対
象
に
石
室
の
先

行
公
開
、
五
月
三
日
か
ら
五
月
六

日
ま
で
は
一
般
公
開
を
行
う
。 

　
次
に
、
史
跡
中
宮
寺
跡
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
か

ら
の
発
掘
調
査
に
向
け
て
地
形
測

量
業
務
を
行
っ
て
い
る
。 

　
次
に
、
安
田
家
古
文
書
調
査
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
で
調
査
を
終

え
る
が
最
終
的
に
調
査
総
数
約
六

千
百
点
と
な
る
。
古
文
書
の
特
色

と
し
て
は
、
安
田
家
の
当
主
が
法

隆
寺
村
の
庄
屋
を
勤
め
、
ま
た
幕

府
領
の
総
代
を
務
め
て
い
た
関
係

の
書
類
、
法
隆
寺
の
ご
開
帳
や
聖

徳
太
子
千
二
百
年
忌
に
関
す
る
記

録
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
に
関
し
て

記
さ
れ
た
文
書
、
ま
た
、
今
年
度

の
調
査
結
果
で
は
、
大
工
棟
梁
と

し
て
の
安
田
家
の
活
動
に
関
し
て

の
資
料
と
し
て
、
京
都
御
所
や
二

条
城
を
始
め
、
京
都
や
大
和
の
寺

社
の
建
築
に
関
す
る
文
書
や
絵
図
、

そ
し
て
西
里
出
身
の
中
井
正
清
二

百
五
十
回
忌
に
関
す
る
資
料
、
法

隆
寺
村
や
並
松
の
絵
図
な
ど
が
あ

り
平
成
二
十
年
度
に
調
査
報
告
書

を
作
成
す
る
。 

                 

　
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て

  

　
各
課
か
ら
の
報
告
事
項
と
し
て
、

平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
十
一
号
）
に
つ
い

て
、
行
政
組
織
規
則
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
つ
い

て
、
公
民
館
教
室
の
受
講
料
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
行
政
組
織
規
則
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
少
子
高
齢
社
会
が
進
む

中
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ

り
行
政
需
要
が
多
岐
に
わ
た
る
状

況
の
中
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
行

い
、
限
ら
れ
た
職
員
を
よ
り
効
果

的
に
配
置
を
行
う
た
め
、
新
た
に
、

住
民
生
活
部
に
健
康
対
策
課
を
新

設
し
、
現
行
の
健
康
推
進
課
の
名

称
を
国
保
医
療
課
に
変
更
、
ま
た

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
は
か
る
た
め

四
十
六
係
を
三
十
七
係
に
改
変
す

る
。 

　
公
民
館
教
室
の
受
講
料
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
受
益

者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
か

ら
、
一
回
三
百
円
を
徴
収
す
る
。 

　
　
　
　
　
（
中
西
委
員
長
記
） 

 

付
託
を
受
け
た
十
議
案
は

　
　
　
　
　
　
す
べ
て
可
決

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
た
め
の
条
例
と
、
そ
れ

に
伴
い
変
更
と
な
る
関
係
し
た
条

例
な
ど
の
改
正
。
国
民
健
康
保
険

税
の
改
定
。
法
隆
寺
駅
南
口
の
町

営
駐
輪
場
の
廃
止
。
現
在
、
建
設

中
の
総
合
保
健
福
祉
会
館
条
例
の

設
置
。
介
護
保
険
の
保
険
料
の
特

例
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
な
ど
、

本
会
議
よ
り
、
十
議
案
の
付
託
を

受
け
ま
し
た
。 

　
斑
鳩
町
総
合
保
健
福
祉
会
館
条

例
で
は
、 

（
問
）
料
金
表
に
調
理
実
習
室
が

な
い
が
、
貸
館
は
し
な
い
の
か
。

（
答
）
こ
れ
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー

の
調
理
室
は
一
般
に
お
貸
し
し
て

い
な
い
。
中
央
・
西
・
東
の
公
民

館
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
も
保
健
指
導
な
ど
の
事
業
で

使
用
す
る
考
え
方
を
し
て
い
る
。 

（
問
）
こ
の
条
例
の
付
則
で
、
福

祉
会
館
設
置
条
例
と
保
健
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
廃
止
が
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
建
物
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
。 

（
答
）
福
祉
会
館
は
、
生
涯
学
習

課
が
中
央
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
、

発
掘
に
伴
う
遺
物
の
整
理
や
保
存

に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
分
庁
舎
と
し

て
、
会
議
室
や
税
務
相
談
室
な
ど

に
利
用
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
審
査
を
行
い
、
す
べ

て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

 

　
総
合
保
健
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
の
現
地
調
査

 

　
継
続
審
査
案
件
と
な
っ
て
い
る

総
合
保
健
福
祉
会
館
の
整
備
・
運

営
に
関
し
て
、
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。 

（
問
）
自
家
発
電
の
設
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
照
明
は

自
家
発
電
で
対
応
で
き
る
。 

（
問
）
車
椅
子
を
必
要
と
さ
れ
る

人
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。 

           

（
答
）
現
在
あ
る
も
の
を
利
用
し 

て
、
二
カ
所
の
入
り
口
付
近
に
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。 

（
問
）
歩
行
浴
室
の
深
さ
は
七
十

セ
ン
チ
と
い
わ
れ
た
が
、
腰
ま
で

浸
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

（
答
）
百
十
セ
ン
チ
あ
る
。 

な
ど
の
質
疑
を
し
、
建
物
完
成
後

に
、
再
度
現
地
調
査
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

 

　
ご
み
収
集
業
務
の

　
　
　
　
一
部
委
託
に
つ
い
て

 

　
公
共
下
水
道
接
続
に
よ
る
経
営

状
況
悪
化
に
伴
い
、
清
水
環
境
開

発
に
ゴ
ミ
収
集
の
一
部
、
臨
時
職

員
で
対
応
し
て
い
た
部
分
を
委
託

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
し
尿
収
集
件
数
・
委
託
料
、
浄

化
槽
汚
泥
処
理
状
況
の
推
移
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

1
公
共
下
水
道
整
備
に
か
か
わ
る

合
理
化
特
別
措
置
法
の
効
力
・
計

画
の
策
定
・
知
事
の
許
可
2
業
者

は
一
年
契
約
の
許
可
だ
が
ず
っ
と

一
社
の
み
の
随
契
と
な
っ
て
い
る

こ
と
3
な
ぜ
、
今
ま
で
や
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
今
や
る
の
か
4

業
者
の
営
業
が
成
り
立
た
ず
、
廃

業
す
る
と
き
の
補
償
は
ど
う
か
5

今
、
業
者
が
手
を
引
い
た
場
合
ど

う
な
る
の
か
等
々
、
多
数
の
質
疑

意
見
が
あ
り
、
町
の
見
解
は
、 

　
現
在
、
代
替
え
業
務
で
可
能
な

状
況
か
ら
、
合
理
化
計
画
は
策
定

し
て
い
な
い
が
、
業
者
が
廃
業
と

な
れ
ば
、
補
償
金
も
必
要
と
な
る
。

公
共
下
水
の
普
及
率
も
ま
だ
低
い

が
、
今
後
は
計
画
の
策
定
は
必
要

と
な
る
。
業
者
が
廃
業
し
、
町
が

直
営
で
業
務
を
や
る
の
は
、
不
可

能
に
近
い
。
合
特
法
の
対
象
業
者

二
社
の
う
ち
、
一
社
か
ら
の
要
望

に
よ
り
、
代
替
え
業
務
と
し
た
が
、 

今
後
も
業
者
と
話
し
合
い
を
し
て
、

他
の
市
町
村
の
困
難
な
状
況
も
踏

ま
え
て
、
慎
重
に
合
理
化
計
画
を

進
め
て
行
く
。 

 

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
に
つ
い
て 

 

　
国
が
定
め
る
基
本
指
針
に
基
づ

く
、
五
年
間
の
計
画
で
、
健
康
に

関
す
る
課
題
、
特
定
健
康
診
査
の

目
標
、
実
施
率
の
高
低
に
よ
る
ペ

ナ
ル
テ
ィ
な
ど
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
奈
良
県
医
師
会
と
の
提
携
に
よ

り
、
町
外
の
医
療
機
関
の
利
用
も

可
能
で
あ
る
こ
と
。
国
の
指
針
ど

お
り
の
達
成
は
、
大
変
厳
し
い
こ

と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 
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委員会のうごき委員会のうごき

　
三
月
十
四
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
三
議

案
を
慎
重
に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
継
続
審
査
事

案
な
ど
に
つ
い
て
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

建 
設
水
道
常
任
委
員
会 

　
三
月
十
九
日
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
付

託
を
受
け
た
四
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
致
し
ま
し
た
。
　
　

予 
算
常
任
委
員
会 

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

（
一
）
斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
町
営
住
宅
（
長
田
団
地
）

に
お
い
て
、
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
を
行
い
、
使
用
を
開
始
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
使
用
料
を
当
該
町

営
住
宅
の
入
居
者
の
費
用
負
担
義

務
に
追
加
す
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

（
二
）
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　
神
南
三
丁
目
竜
田
川
右
岸
道
路

と
三
室
山
東
側
道
路
の
交
差
点
か

ら
神
南
五
丁
目
地
内
、
昭
和
町
自

治
会
会
館
前
ま
で
施
工
す
る
工
事

で
、
路
線
延
長
約
五
百
三
十
メ
ー

ト
ル
、
小
口
径
シ
ー
ル
ド
工
法
で
、

口
径
一
千
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
発
進

立
坑
一
箇
所
、
到
達
立
坑
二
箇
所

を
施
工
す
る
予
定
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

委
員
よ
り 

（
問
）
到
達
立
坑
の
位
置
と
工
期

に
つ
い
て 

（
答
）
立
坑
の
位
置
と
し
て
十
分

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
て
い
る
。 

工
期
は
、
機
械
の
製
作
期
間
と
岩

盤
シ
ー
ル
ド
が
大
半
で
工
程
計
算

し
た
結
果
、
六
百
三
十
日
の
工
期

に
な
る
。 

（
問
）
低
入
札
価
格
が
続
く
中
、

設
計
価
格
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。 

（
答
）
設
計
図
書
、
国
土
交
通
省

で
発
行
さ
れ
て
い
る
図
書
、
標
準

的
な
積
算
基
準
に
基
づ
い
て
積
算

を
し
て
い
る
。 

（
問
）
総
合
評
価
落
札
方
式
を
幹

線
管
渠
の
下
水
道
工
事
に
適
応
し

て
は
ど
う
か
。 

（
答
）
価
格
と
品
質
を
兼
ね
備
え
、

技
術
的
な
要
素
を
十
分
に
含
ん
で

い
る
事
業
に
適
応
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
試

行
的
に
適
応
す
る
工
事
に
つ
い
て

実
施
し
て
い
き
た
い
。 

（
三
）
平
成
十
八
年
度
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
龍
田
西
汚
水
幹
線
に
お
い
て
、

立
坑
設
置
場
所
が
斑
鳩
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
道
路
事
業
敷
地
内
に
あ
り
、
道

路
事
業
に
伴
い
橿
原
考
古
学
研
究

所
が
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
作
業

を
実
施
し
た
結
果
、
調
査
作
業
が

約
四
ヶ
月
の
期
間
を
要
し
、
止
む

を
得
ず
当
該
工
事
の
着
手
を
延
期

し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
当
初
の
工
事
期
間
、
五
百
四
十

五
日
に
、
発
掘
に
要
し
た
期
間
、

百
三
十
七
日
を
加
え
、
六
百
八
十

二
日
と
す
る
。
従
っ
て
、
平
成
二

十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
工
期
延

長
に
伴
う
工
事
請
負
契
約
の
変
更

を
行
う
。
） 

 

 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
神
南
汚
水
幹
線
工
事
は
、
シ
ー

ル
ド
マ
シ
ー
ン
が
岩
瀬
橋
東
詰
、

龍
田
西
汚
水
幹
線
の
立
坑
に
到
達

し
た
。
ま
た
平
成
十
九
年
度
の
後

期
面
的
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、

全
て
年
度
内
に
完
了
の
予
定
と
な
っ

て
い
る
。 

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
岩
瀬
橋
か
ら
三
室
交
差
点
間
へ

の
接
続
に
必
要
な
道
路
構
造
や
交

差
点
計
画
に
つ
い
て
は
、
去
る
、

二
月
二
十
九
日
に
紅
葉
ヶ
丘
の
バ

イ
パ
ス
問
題
検
討
委
員
会
の
方
々

と
会
合
を
持
ち
、
国
か
ら
計
画
案

に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
説
明
し

協
議
し
た
結
果
、
委
員
よ
り
、
環

境
へ
の
配
慮
、
道
路
縦
断
線
形
、

緑
の
配
置
計
画
や
地
域
か
ら
二
十

五
号
線
等
の
幹
線
道
路
へ
の
出
入

り
し
や
す
い
計
画
を
し
て
欲
し
い

等
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
、
さ
ら

に
検
討
を
加
え
、
近
隣
の
地
域
の

方
々
と
も
十
分
協
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
駅
南
口
広
場
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

設
置
工
事
は
、
三
月
二
十
日
以
降

に
設
置
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
広
場
西
側
道
路
と
の

交
差
部
分
の
改
良
に
つ
い
て
も
順

次
、
施
工
を
行
っ
て
お
り
、
三
月

末
に
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の
設

置
を
含
む
南
口
広
場
全
体
の
整
備

工
事
が
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。 

               

　
そ
の
他
に
つ
い
て
　 

 

・
里
山
林
伐
採
の
整
備
に
つ
い
て 

・
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
観
光
案
内
所
の

意
見
の
件
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
（
飯
�
委
員
長
記
） 

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、 

・
町
民
税
収
入
の
退
職
分
離
課
税

分
、
所
得
割
額
、
法
人
税
割
額
の

減
に
よ
り
二
千
三
百
万
円
減
額 

・
王
寺
周
辺
広
域
土
地
開
発
公
社

解
散
に
伴
う
残
余
財
産
収
入
の
受

け
入
れ
百
九
十
三
万
円
の
追
加 

・
議
会
費
、
視
察
未
執
行
に
よ
る

八
十
九
万
八
千
円
の
減
額 

・
職
員
の
退
職
に
伴
う
負
担
金
三

千
三
百
六
十
万
五
千
円
の
増
額 

・
本
年
度
に
予
算
支
出
を
見
込
め

な
い
事
業
と
し
て
、
衛
生
処
理
場

周
辺
対
策
事
業
九
百
六
十
三
万
円
、

道
路
新
設
改
良
事
業
九
千
万
円
を

翌
年
度
に
繰
り
越
す 

と
い
う
も
の
で
し
た
。 

（
質
疑
と
回
答
） 

（
問
）
財
産
収
入
と
し
て
、
福
祉

基
金
利
子
の
増
額
分
が
財
源
振
替

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
使
わ
れ

方
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
町
が
単
独
で
行
っ
て
い
る

事
業
費
の
財
源
に
当
て
て
い
る 

 

◎
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て 

　
主
な
内
容
は
、 

・
七
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
被
保
険

者
の
二
割
負
担
の
凍
結
（
一
年
間
）
、

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
に
よ
る
激
変
緩
和
措
置
（
国

民
健
康
保
険
世
帯
の
被
保
険
者
数

が
減
っ
て
も
軽
減
が
五
年
間
継
続

さ
れ
る
、
単
身
と
な
っ
た
世
帯
の

平
等
割
を
五
年
間
二
分
の
一
に
す

る
）
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
五

百
四
十
六
万
円
の
増
額 

・
新
た
に
設
置
さ
れ
る
高
額
医
療

費
共
同
事
業
拠
出
金
（
国
・
四
分

の
一
、
県
・
四
分
の
一
、
町
・
二

分
の
一
）
額
の
決
定
に
よ
る
三
百

八
十
八
万
円
の
増
額 

と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

◎
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て 

　
主
な
内
容
は
、 

・
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
件
数
見

込
み
百
三
十
件
の
減
（
三
百
五
十

件
↓
二
百
二
十
件
）
に
よ
り
、
負

担
金
収
入
千
三
百
万
円
の
減
額
、

使
用
料
収
入
六
百
二
十
三
万
四
千

円
の
減
額 

・
平
成
二
十
年
度
整
備
予
定
の
興

留
一
丁
目
地
区
と
服
部
一
丁
目
地

区
の
面
整
備
を
先
行
発
注
す
る
こ

と
に
よ
り
一
億
円
の
繰
越
を
行
う 

と
い
う
も
の
で
し
た
。 

（
質
疑
と
回
答
） 

（
問
）
一
般
会
計
繰
入
金
が
増
え

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
答
）
昨
年
と
比
べ
る
と
減
に
な

っ
て
い
る
。
財
政
計
画
で
は
、
若

干
多
め
に
見
て
い
る
が
、
使
用
料

収
入
、
加
入
負
担
金
収
入
に
よ
り
、 

現
在
下
降
傾
向
に
あ
る
。 

 

◎
平
成
十
九
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

　
主
な
内
容
は
、 

・
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

激
変
緩
和
措
置
が
延
長
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
平
成
二
十
年
度
も
継

続
し
て
行
う
た
め
、
シ
ス
テ
ム
改

修
費
二
百
四
十
六
万
八
千
円
の
増

額 と
い
う
も
の
で
し
た
。 

（
質
疑
と
回
答
） 

（
問
）
国
の
制
度
改
正
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
か
ら
の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。 

（
答
）
五
十
九
万
三
千
円
が
国
か

ら
の
補
助
で
あ
る
。 

以
上
、
四
議
案
は
す
べ
て
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
そ
の
他
に
つ
い
て

 

　
以
前
に
委
員
よ
り
、
「
過
去
三

年
間
程
度
の
当
初
予
算
と
補
正
予

算
の
比
較
を
資
料
で
出
し
て
欲
し

い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
今
回
の

委
員
会
で
、
資
料
の
提
出
と
と
も

に
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
質
疑
と
回
答
） 

（
問
）
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、
高
い

金
額
の
補
正
を
組
ん
で
い
る
が
、

で
き
る
だ
け
当
初
予
算
で
見
込
ん

で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
繰
上

げ
充
用
し
な
く
て
も
予
算
が
組
め

る
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
。 

（
答
）
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
一
回
目
の
補
正
で
五
億
三

千
万
円
を
組
ん
で
い
る
が
、
累
積

赤
字
を
補
填
す
る
も
の
で
あ
り
、

単
年
度
の
も
の
で
は
な
い
。
老
人

保
健
特
別
会
計
で
は
、
平
成
十
九

年
度
よ
り
、
老
人
保
健
の
対
象
者

が
七
十
歳
か
ら
七
十
五
歳
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
予
想
を
上
回
る
支
出

が
あ
っ
た
。
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
保
険
税

収
入
に
見
合
っ
た
予
算
し
か
組
め

な
い
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。 

　
　
　
　
　
（
木
澤
委
員
長
記
） 
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委員会のうごき委員会のうごき

　
三
月
十
四
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
三
議

案
を
慎
重
に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
継
続
審
査
事

案
な
ど
に
つ
い
て
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

建 
設
水
道
常
任
委
員
会 

　
三
月
十
九
日
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
付

託
を
受
け
た
四
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
致
し
ま
し
た
。
　
　

予 
算
常
任
委
員
会 

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

（
一
）
斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
町
営
住
宅
（
長
田
団
地
）

に
お
い
て
、
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
を
行
い
、
使
用
を
開
始
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
使
用
料
を
当
該
町

営
住
宅
の
入
居
者
の
費
用
負
担
義

務
に
追
加
す
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

（
二
）
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　
神
南
三
丁
目
竜
田
川
右
岸
道
路

と
三
室
山
東
側
道
路
の
交
差
点
か

ら
神
南
五
丁
目
地
内
、
昭
和
町
自

治
会
会
館
前
ま
で
施
工
す
る
工
事

で
、
路
線
延
長
約
五
百
三
十
メ
ー

ト
ル
、
小
口
径
シ
ー
ル
ド
工
法
で
、

口
径
一
千
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
発
進

立
坑
一
箇
所
、
到
達
立
坑
二
箇
所

を
施
工
す
る
予
定
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

委
員
よ
り 

（
問
）
到
達
立
坑
の
位
置
と
工
期

に
つ
い
て 

（
答
）
立
坑
の
位
置
と
し
て
十
分

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
て
い
る
。 

工
期
は
、
機
械
の
製
作
期
間
と
岩

盤
シ
ー
ル
ド
が
大
半
で
工
程
計
算

し
た
結
果
、
六
百
三
十
日
の
工
期

に
な
る
。 

（
問
）
低
入
札
価
格
が
続
く
中
、

設
計
価
格
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。 

（
答
）
設
計
図
書
、
国
土
交
通
省

で
発
行
さ
れ
て
い
る
図
書
、
標
準

的
な
積
算
基
準
に
基
づ
い
て
積
算

を
し
て
い
る
。 

（
問
）
総
合
評
価
落
札
方
式
を
幹

線
管
渠
の
下
水
道
工
事
に
適
応
し

て
は
ど
う
か
。 

（
答
）
価
格
と
品
質
を
兼
ね
備
え
、

技
術
的
な
要
素
を
十
分
に
含
ん
で

い
る
事
業
に
適
応
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
試

行
的
に
適
応
す
る
工
事
に
つ
い
て

実
施
し
て
い
き
た
い
。 

（
三
）
平
成
十
八
年
度
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
龍
田
西
汚
水
幹
線
に
お
い
て
、

立
坑
設
置
場
所
が
斑
鳩
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
道
路
事
業
敷
地
内
に
あ
り
、
道

路
事
業
に
伴
い
橿
原
考
古
学
研
究

所
が
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
作
業

を
実
施
し
た
結
果
、
調
査
作
業
が

約
四
ヶ
月
の
期
間
を
要
し
、
止
む

を
得
ず
当
該
工
事
の
着
手
を
延
期

し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
当
初
の
工
事
期
間
、
五
百
四
十

五
日
に
、
発
掘
に
要
し
た
期
間
、

百
三
十
七
日
を
加
え
、
六
百
八
十

二
日
と
す
る
。
従
っ
て
、
平
成
二

十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
工
期
延

長
に
伴
う
工
事
請
負
契
約
の
変
更

を
行
う
。
） 

 

 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
神
南
汚
水
幹
線
工
事
は
、
シ
ー

ル
ド
マ
シ
ー
ン
が
岩
瀬
橋
東
詰
、

龍
田
西
汚
水
幹
線
の
立
坑
に
到
達

し
た
。
ま
た
平
成
十
九
年
度
の
後

期
面
的
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、

全
て
年
度
内
に
完
了
の
予
定
と
な
っ

て
い
る
。 

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
岩
瀬
橋
か
ら
三
室
交
差
点
間
へ

の
接
続
に
必
要
な
道
路
構
造
や
交

差
点
計
画
に
つ
い
て
は
、
去
る
、

二
月
二
十
九
日
に
紅
葉
ヶ
丘
の
バ

イ
パ
ス
問
題
検
討
委
員
会
の
方
々

と
会
合
を
持
ち
、
国
か
ら
計
画
案

に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
説
明
し

協
議
し
た
結
果
、
委
員
よ
り
、
環

境
へ
の
配
慮
、
道
路
縦
断
線
形
、

緑
の
配
置
計
画
や
地
域
か
ら
二
十

五
号
線
等
の
幹
線
道
路
へ
の
出
入

り
し
や
す
い
計
画
を
し
て
欲
し
い

等
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
、
さ
ら

に
検
討
を
加
え
、
近
隣
の
地
域
の

方
々
と
も
十
分
協
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
駅
南
口
広
場
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

設
置
工
事
は
、
三
月
二
十
日
以
降

に
設
置
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
広
場
西
側
道
路
と
の

交
差
部
分
の
改
良
に
つ
い
て
も
順

次
、
施
工
を
行
っ
て
お
り
、
三
月

末
に
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の
設

置
を
含
む
南
口
広
場
全
体
の
整
備

工
事
が
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。 

               

　
そ
の
他
に
つ
い
て
　 

 

・
里
山
林
伐
採
の
整
備
に
つ
い
て 

・
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
観
光
案
内
所
の

意
見
の
件
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
（
飯
�
委
員
長
記
） 

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、 

・
町
民
税
収
入
の
退
職
分
離
課
税

分
、
所
得
割
額
、
法
人
税
割
額
の

減
に
よ
り
二
千
三
百
万
円
減
額 

・
王
寺
周
辺
広
域
土
地
開
発
公
社

解
散
に
伴
う
残
余
財
産
収
入
の
受

け
入
れ
百
九
十
三
万
円
の
追
加 

・
議
会
費
、
視
察
未
執
行
に
よ
る

八
十
九
万
八
千
円
の
減
額 

・
職
員
の
退
職
に
伴
う
負
担
金
三

千
三
百
六
十
万
五
千
円
の
増
額 

・
本
年
度
に
予
算
支
出
を
見
込
め

な
い
事
業
と
し
て
、
衛
生
処
理
場

周
辺
対
策
事
業
九
百
六
十
三
万
円
、

道
路
新
設
改
良
事
業
九
千
万
円
を

翌
年
度
に
繰
り
越
す 

と
い
う
も
の
で
し
た
。 

（
質
疑
と
回
答
） 

（
問
）
財
産
収
入
と
し
て
、
福
祉

基
金
利
子
の
増
額
分
が
財
源
振
替

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
使
わ
れ

方
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
町
が
単
独
で
行
っ
て
い
る

事
業
費
の
財
源
に
当
て
て
い
る 

 

◎
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て 

　
主
な
内
容
は
、 

・
七
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
被
保
険

者
の
二
割
負
担
の
凍
結
（
一
年
間
）
、

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
に
よ
る
激
変
緩
和
措
置
（
国

民
健
康
保
険
世
帯
の
被
保
険
者
数

が
減
っ
て
も
軽
減
が
五
年
間
継
続

さ
れ
る
、
単
身
と
な
っ
た
世
帯
の

平
等
割
を
五
年
間
二
分
の
一
に
す

る
）
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
五

百
四
十
六
万
円
の
増
額 

・
新
た
に
設
置
さ
れ
る
高
額
医
療

費
共
同
事
業
拠
出
金
（
国
・
四
分

の
一
、
県
・
四
分
の
一
、
町
・
二

分
の
一
）
額
の
決
定
に
よ
る
三
百

八
十
八
万
円
の
増
額 

と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

◎
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て 

　
主
な
内
容
は
、 

・
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
件
数
見

込
み
百
三
十
件
の
減
（
三
百
五
十

件
↓
二
百
二
十
件
）
に
よ
り
、
負

担
金
収
入
千
三
百
万
円
の
減
額
、

使
用
料
収
入
六
百
二
十
三
万
四
千

円
の
減
額 

・
平
成
二
十
年
度
整
備
予
定
の
興

留
一
丁
目
地
区
と
服
部
一
丁
目
地

区
の
面
整
備
を
先
行
発
注
す
る
こ

と
に
よ
り
一
億
円
の
繰
越
を
行
う 

と
い
う
も
の
で
し
た
。 

（
質
疑
と
回
答
） 

（
問
）
一
般
会
計
繰
入
金
が
増
え

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
答
）
昨
年
と
比
べ
る
と
減
に
な

っ
て
い
る
。
財
政
計
画
で
は
、
若

干
多
め
に
見
て
い
る
が
、
使
用
料

収
入
、
加
入
負
担
金
収
入
に
よ
り
、 

現
在
下
降
傾
向
に
あ
る
。 

 

◎
平
成
十
九
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

　
主
な
内
容
は
、 

・
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

激
変
緩
和
措
置
が
延
長
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
平
成
二
十
年
度
も
継

続
し
て
行
う
た
め
、
シ
ス
テ
ム
改

修
費
二
百
四
十
六
万
八
千
円
の
増

額 と
い
う
も
の
で
し
た
。 

（
質
疑
と
回
答
） 

（
問
）
国
の
制
度
改
正
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
か
ら
の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。 

（
答
）
五
十
九
万
三
千
円
が
国
か

ら
の
補
助
で
あ
る
。 

以
上
、
四
議
案
は
す
べ
て
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
そ
の
他
に
つ
い
て

 

　
以
前
に
委
員
よ
り
、
「
過
去
三

年
間
程
度
の
当
初
予
算
と
補
正
予

算
の
比
較
を
資
料
で
出
し
て
欲
し

い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
今
回
の

委
員
会
で
、
資
料
の
提
出
と
と
も

に
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
質
疑
と
回
答
） 

（
問
）
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、
高
い

金
額
の
補
正
を
組
ん
で
い
る
が
、

で
き
る
だ
け
当
初
予
算
で
見
込
ん

で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
繰
上

げ
充
用
し
な
く
て
も
予
算
が
組
め

る
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
。 

（
答
）
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
一
回
目
の
補
正
で
五
億
三

千
万
円
を
組
ん
で
い
る
が
、
累
積

赤
字
を
補
填
す
る
も
の
で
あ
り
、

単
年
度
の
も
の
で
は
な
い
。
老
人

保
健
特
別
会
計
で
は
、
平
成
十
九

年
度
よ
り
、
老
人
保
健
の
対
象
者

が
七
十
歳
か
ら
七
十
五
歳
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
予
想
を
上
回
る
支
出

が
あ
っ
た
。
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
保
険
税

収
入
に
見
合
っ
た
予
算
し
か
組
め

な
い
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。 

　
　
　
　
　
（
木
澤
委
員
長
記
） 
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木
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正
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中
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和
　
夫 

里

川

宜

志

子

 

　
地
域
に
お
け
る
高
齢

化
が
進
む
中
、
介
護
者

を
抱
え
る
家
族
の
方
か

ら
深
刻
な
話
を
聞
き
ま

し
た
。
仕
事
の
関
係
で

父
親
を
介
護
で
き
ず
病

院
に
入
院
さ
せ
て
い
た

が
、
三
ヶ
月
で
退
院
さ 

せ
ら
れ
る
た
め
、
他
の 

病
院
を
転
々
と
し
た
。 

　
頼
み
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
入
所
ま
ち
で
入
所
待
機
者
が

多
い
場
合
、
数
百
人
に
上
る
ホ
―

ム
も
あ
り
、
入
所
で
き
る
の
は
何

年
後
に
な
る
の
か
、
と
い
う
悩
み

を
お
聞
き
し
、
心
が
痛
む
。 

◆ 

そ
こ
で
、
介
護
の
実
態
を
調

べ
て
み
る
と
、
介
護
職
員
の
労
働

環
境
が
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
、
改
め
て
そ
の
実

態
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

◆ 

介
護
労
働
者
は
、
人
間
の
尊

厳
に
か
か
わ
る
崇
高
な
仕
事
を
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
低
賃
金
、 

長
時
間
重
労
働
な
ど
、
そ
の
劣
悪 

な
労
働
環
境
か
ら
離
職
率
も
高
く 

待
遇
の
改
善
が
必
要
で
す
。 

◆ 

最
悪
な
の
は
、
こ
う
し
た
実

情
に
介
護
職
員
の
な
り
て
が
少
な

く
、
職
員
不
足
に
陥
る
こ
と
で
す
。 

◆
ま
た
職
員
不
足
の
た
め
入
所
を 

制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い 

う
、
現
象
す
ら
起
き
て
い
ま
す
。 

◆ 

介
護
に
携
わ
る
人
た
ち
が
い

な
け
れ
ば
、
介
護
保
険
制
度
が
成

り
立
っ
て
い
か
な
く
な
り
ま
す
。 

◆ 

今
後
、
労
働
条
件
や
福
利
厚

生
の
向
上
に
つ
い
て
、
政
府
に
声

を
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

◆ 

本
町
も
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
介
護
予
防
事
業
を

は
じ
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

◆ 

い
つ
も
、
議
会
だ
よ
り
に
目

を
通
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
住
民
の
皆

様
に
お
応
え
で
き
る
議
会
だ
よ
り

と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
飯
�
委
員
長
記
） 

 

町の木（くろまつ）


